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1 章 はじめに 
1-1 本研究のねらい 
 本研究では、東南アジアにおける不明瞭なロジスティクス実態の一端を明らかすることを
目的に、対象をカンボジアとベトナム南部における輸送車両とし、現地での車両実測を行い、
地域・車両・積載物に関して、質的な面と数的な面からの研究を行う。そして、①.地域・車
両・積載物の実態 ②.地域比較による今後の輸送車両動向推測 ③.域内における輸送車両障
壁の可能性を明らかにする。 
 
1-2 研究の背景 
 日本の製造業は、豊富で安価な労働力や資源が存在するアジア諸国への進出によって、今
日までの成長を続けてきた。そして、現在、そして近い将来にかけて、さらなる安価な労働
力を求め、ポスト中国・タイの地域を目指し、東南アジア諸国への進出が盛んになっている。 
 一方、進出の大きな懸念材料の一つが、日本とは大きく異なるロジスティクスの有様であ
る。しかし、その実態は現地でなければわからないことも多い。そこで、本論では現地で、
外観から、現地ロジスティクスの実態を明らかにしようと試みた。  
 
 何かと見えづらいロジスティクスの世界であるが、外観からでも判断できる最たる例が、
輸送車両の様子と、その車両の積載物である。そこで、本論では現地での車両の実測をもと
に、どこで、どのような車両がどのような積載物を輸送しているか明らかにし、今後の輸送
車両の動向や、現在での輸送車両による輸送障壁の姿を明らかにすることにした。 
 
 今までにも、法律や都市計画、国際支援などの面から、交通や輸送の変化を論じた例はあ
るが、実態と理論とのかい離がみられることもしばしばであった。そこで本論では、より現
場に近い『車両の実測での研究』という方法で輸送車両を明らかにすることにより、より現
場現実に近い実態を明らかにできると考える。 
  
 本論では、2 章で、より詳細な研究地域の選定理由や方法、実測的研究の方法や概要を明
らかにする。その上で、3 章で実測を行った地域の現状を明らかにし、4 章で観測された地
域・車両・積載物を明らかにする。それらをもとに５章では地域間の比較を行うことで今後
の輸送車両の動向を示し、６章では、地域における輸送車両の走行可能性を考察し、輸送車
両の障壁 
を明らかにする。 
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2 章 実測的研究の方法 
2-1. 研究地域の選定方法  
本論では、研究地域を東南アジアと定めた。 
本論における東南アジアとは、ASEAN（東南アジア諸国連合）加盟国である、インドネシ
ア，カンボジア，シンガポール，タイ，フィリピン，ブルネイ，ベトナム，マレーシア，ミ
ャンマー，ラオスの計 10 か国である。 
 
東南アジアを選んだ理由は、以下の 3 点である。 
 
① 日本からの距離が近く、地理的・文化的背景に一定の類似があること。 
② 日本企業の進出も盛んであり、未だ明らかになっていない輸送車両を明らかにする  
  ことに対し意義があると考えらえること。 
③ 新興国ならではの、ある種混沌とした輸送状況が期待できること。 
 
しかしながら、東南アジア諸国の中には、島国国家(インドネシア・シンガポール・フィリ
ピン・ブルネイ・マレーシア)や山岳国家（ラオス）など、地形的な特徴を持った国も多い。
また、ミャンマーでは外国人の移動が制限され、交通機関での写真撮影が原則禁止となって
いることから、カメラを使った実測的研究が難しい。 
 
 そこで本論では、東南アジア 10 か国の中でも、カンボジアとベトナム南部を研究地域と
した。 
 
カンボジアとベトナム南部を研究地域として選んだ理由は以下の 3 点である。 
① 文化・地理・気候の類似性と、近接国家であること。 
② 経済格差の存在と、それによる車両や積載物の違いがあるのではないかということ。 
③ 実測的研究を行える治安状況であるかということ。  
 
カンボジアとベトナム南部は、中世クメール王朝時代（西暦 802 年～1431 年）には、 
クメール王国として 1 つ国であった時代も存在する。また、両地域ともに、インドシナ半島・
メコン川の流域であり、平地が多く、気候も似通っている。  
 ゆえに、厳密には文化の違いはあるものの類似性もあり、地理・気候も類似性がある。  
 また、カンボジアとベトナム南部は、近接国家であり、2 国間が置かれている環境は近い
と考えられる。 
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しかしながら、カンボジアは戦後 25 年1、ベトナムは戦後 40 年2であり、2013 年 IMF の
統計値から、国家としての経済規模を比較すると以下のようになる。 
 
カンボジア3：人口 1530 万人、名目 GDP 165 億 USD、1 人当たり GDP 1080 USD 
  ベトナム4：人口 9060 万人、名目 GDP 1860 億 USD、1 人当たり GDP 2053 USD 
  参考）日本5：人口 1 億 2734 万人、名目 GDP 4 兆 9089 億 USD、 1 人当たり GDP 3 万 8552USD 
 
例えば 1 人当たり GDP に注目すると、カンボジアとベトナムでは 2 倍ほどの経済格差が
みられる。 
また、1 人当たり GDP の値を日本と比べると、カンボジアは日本の 38 分の 1、ベトナム
は 19 分の 1 という経済格差がみられ、この差により、日本とカンボジア・ベトナムとの間
には輸送の面でも様々な違いが表れると考えらえる。 
 
カンボジアは、東南アジアの中でも最貧国と言われており、2015 年の一人当たり GDP で
は域内最下位となっている。しかしながら、主に中国からの繊維工業の移転も始まっており、
今後の経済発展が見込まれている地域である。 
一方ベトナムは、中国・タイに代わる新たな生産国として注目され、ここ数年で既に経済
発展が進んだ国家である。中でも、今回研究対象とするベトナム南部は、同国の経済的中心
地であるホーチミン市を内包することもあり、同国の中でも、いわゆる先進国化が大きく進
んだ地域である。 
 
今回、実測的研究を行うにあたり、両国は親日的で知られ、治安的な問題がほとんど無く、
また、カメラを扱う上での政府等による干渉もほとんどないと考えられる。 
以上の理由から、本論では調査地域をカンボジアとベトナム南部に設定した。 
  
                                                     
1 1970 年から続いた内戦が、1991 年に終結。93 年建国。 
2 ベトナム戦争を経て、1976 年に現国家建国。1986 年からドイモイ政策で市場経済を導入 
カンボジア・ベトナムの歴史：『世界史の窓』 [Y-History 教材工房, 日付不明] 参照 
3 『ジェトロセンサー9 月号』 [ジェトロ海外調査部アジア太平洋州課, 2015] 参照 
4 『ジェトロセンサー9 月号』 [ジェトロ海外調査部アジア太平洋州課, 2015] 参照 
5 『日本 基礎的経済指標』 [日本貿易振興機構, 2016] 参照 
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2-2. 実測的研究の概要 
本論を作成するにあたり、どのような地域でどのような車両がどのようなものを積載して
いるのか調べるため、実際にカンボジア・ベトナム南部にて滞在を行った。  
本項では、調査期間・データ収集方法・研究に用いたデータ数・写真のデータベース化方
法・データの数値化に関して、概要を記載していく。 
 
2-2-1．調査期間について 
カンボジア ： 2015 年 3 月 4 日から 3 月 11 日まで 
    2015 年 8 月 22 日から同年 10 月 22 日まで 
ベトナム ： 2015 年 10 月 22 日から 2016 年 2 月 7 日まで 
 
尚、期間中でも所要や滞在中のビザ更新等の都合で、両国間を行き来したことがある。  
 
2-2-2. データ収取方法について 
現地での写真撮影データをもとに、撮影場所・車種・台数・積載物の情報を用いて本論を
作成した。 
 写真撮影方法としては、現地滞在中の移動等の際、トラック等の輸送車両を発見し次第写
真撮影を行った。 
 
2-2-3. 本論に用いたデータの数 
上記写真データの中から、カンボジアにて 338 台、ベトナムにて 414 台、２国で計 752 台
分の車両写真を得ることができた。 
尚、本論に用いた写真データに関しては、巻末付録として掲載する。 
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2-2-4. 写真のデータベース化方法 
データベースの作成に当たり、地域と車両を分類した。 
地域に関しては、カンボジアとベトナムについて、地域を各国ごとに 2 都市・1 郊外、2 幹
線道路の 5 地域、両国で計 10 区分に区分した。(3 章で具体的に紹介する。) 
また、車両に関しては 55 の小分類に分け、9 つの大分類にまとめた。（4 章で具体的に紹
介する。） 
 
図 2-2-4-1 データベース化のための分類 
2-2-5. データの数値化 
 写真データを数値化するために、以下の通り 3 種類のデータベースを作成した。 
① 地域別車両台数表：地域区分別に、55 車両小分類の観測台数を集計。 
 
図 2-2-5-1 地域別車両台数表 
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② 地域・車両台数・積載物表：55 車両小分類別に、各地域での台数・積載物を集計。 
 
図 2-2-5-2 地域・車両台数・積載物表 
 
③ 地域別車両割合表：10 地域区分別に、55 車両小分類の観測割合を集計。 
 
図 2-2-5-3 地域別車両割合表 
 以上の①から③のデータベースの全文は、巻末付録に記載する。  
これらの数値データベースをもとにした数的研究と、地域の特徴・道路の様子、現地で多
く見られた車両（輸送車両でないものを含む）、積載物・輸送時の積載状況といった実測に基
づく質的研究により、本論を作成した。 
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３章 研究対象の地域と車両 
3-1. 地域の区分 
2 章 1 項に記した理由から、研究地域としてカンボジア・ベトナム南部を選定したが、一
方で、カンボジア・ベトナムにも多くの地域特色が存在する。しかしながら、それらをすべ
て実測することは難しいことから、滞在期間中に実際に訪れることが出来た地域から、カン
ボジア・ベトナム両国において、2 都市・1 都市郊外・2 幹線道路の計 5 つの地域区分を設定
した。 
3 章では、両国における 10 の研究地域区分について、地域概要・車両規制・交通現状・道路
整備状況といった事柄を紹介していく。 
 
研究地域の概略は以下の図 3-1-1、図 3-1-2 の通りである。 
 
図 3-1-1 中では、距離の比較対象として同縮尺の日本地図も右に示した。 
また、本論で扱うカンボジア・ベトナムの 4 都市（カンボジア：プノンペン・シェムリア
ップ、ベトナム：ホーチミン・ドンタップ）を、図中に星印でそれぞれ示した。 
 
また、図 3-1-2 中では研究地域の詳細図を示した。 
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図 3-1-1. 研究地域の全体図 
Google マップより MyMaps にて加筆し転載。 
最終閲覧月・地図作成月 2017 年 1 月 
 
図 3-1-2. 研究地域の詳細図 
Google マップより MyMaps にて加筆し転載。 
最終閲覧月・地図作成月 2017 年２月 
 
以降、次の 3 章 1 項 1 でカンボジアの地域区分を、3 章 2 項 2 でベトナムの地域区分をそ
れぞれ示す。 
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3-2.  カンボジア （C） の地域区分 
カンボジア（以下、国名の頭文字から、一部  C と略す）の地域区分は、下の表 3-1-1 の通
りである。 
 
表 3-2-1. カンボジア地域 地域区分表 
 本論中において、以下一部で、各地域を表 3-2-1 中の地域略称で記す。 
 
次のページからは、各地域の特徴や道路状況などを記す。 
 また、都市部に関しての地図は、以下の図 3-1-1 の通りである 緑の星マークがそれぞれ
の都市であり、左上がシェムリアップ、中央がプノンペンをそれぞれ示している。 
 
  
 
図 3-2-1. カンボジア都市 (PNC,SRC) 
Google マップより MyMaps にて加筆し転載。 
最終閲覧月・地図作成月 2017 年 1 月 
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3-2-1. プノンペン市街地 （C-PNC） 
●地域概要 
プノンペンはカンボジアの首都であり、経済的にもカンボジアを代表する都市である。  
（地図は図 3-2-1 に記載） 
 本論におけるプノンペン市街地は、王宮から半径５km 圏内をその対象とした。 
域内には市場や政府関連施設、オフィスや商店が多くある。  
 
●車両規制 
大型トラックの域内通行は平日 5:00～21:00 の間、禁止となっている。6 
 
●交通現状 
人々の多くはスクーターを所持しているが、市民の足としてはバイクタクシー（モトドッ
プ）やトゥクトゥクも多く利用されている。また、空港―市街などでは路線バスの運行も始
まっているほか、メーター付きタクシーも稀ながら見ることができた。  
プノンペンから近郊都市へは、ワゴンを利用した乗合タクシーや路線バスが運行されてお
り、その多くは旅客だけでなく、荷物のみの輸送も行っている。よって、荷物の積み下ろし
だけのために、途中で停車することもある。これは、プノンペンからホーチミンへの国際バ
スでも同様である。 
 
●道路整備状況 
 域内の道路は、狭路も含めて殆ど舗装されており、路面状況も、多少の凹凸があるものの
カンボジアの他地域と比べると良い。ただし、駐車の際に段差のある歩道を利用したり、市
街地中心部を除けば周辺には大きな凹凸のある未舗装道路が多くあったりするため、日本の
都市部のような路面状況というわけではない。 
 片側 3 車線の高規格な外環状道路をはじめ、日本・中国・韓国・フランス・カナダなど  
様々な国が協力し、交通インフラの計画・施工がされている。また、日本の ODA 事業の一
例として、プノンペン地域の交通システム改善  が行われている。 
現地での道路状況は次頁の図 3-2-1-1 に示した。 
  
                                                     
6 カンボジア国プノンペン都総合交通計画プロジェクト最終報告書  [独立行政法人 国際協力機構, 2014] 参照 
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図 3-2-1-1 プノンペン市街地の交通の様子（2015 年 9 月・10 月・2016 年 1 月 筆者撮影） 
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3-2-2. シェムリアップ市街地 （C-SRC） 
●地域概要 
シェムリアップ州は、経済規模でカンボジア第三の都市である。 
（地図は図 3-2-1 に記載） 
 
主産業はアンコールワットを中心とする観光産業であり、次いで手工芸品(金属を含む)や
食品加工産業(製麺および飲料水)、農林水産畜産業が挙げられる。7 
本論におけるシェムリアップ市街地は、オールドマーケットから半径５km 圏内をその対
象とした。レウ市場やオールドマーケットなどの市場や、プノンペン等への長距離バス発着
場、オフィスや商店が多くある地域である。 
 
●交通状況 
人々の多くは自転車を利用しており、スクーターを持つ人も少なくない。 
なお、バイクの運転には免許が必要であるが、取締が殆ど行われないこともあり、無免許
運転をしている人も多い。また、飲酒運転も日常茶飯事である。シェムリアップ市街を横断
する国道６号線では、バイク専用車線と車専用車線が分かれている区間もあり、違反者の取
締まりを見ることもあった。 
 
●道路整備状況 
域内の多くの道は舗装されている。しかし、舗装が薄い上に維持管理が行われないために、
凹凸が激しい道路も多い。 
一方、電線の延伸の影響から、大きな交差点における信号機の設置が進んでおり、多くが
信号を守った運転をしていた。 
また、細い生活道路や交通量が激しい道路は、舗装がされていなかったり舗装が剥がれた
りして、特に雨季には水たまりの多い凹凸の激しい道路が多くある。  
 
現地での道路状況は次頁の図 3-2-2-1 に示した。 
  
                                                     
7 カンボジア開発評議会ウェブサイトよりシェムリアップ州  [カンボジア開発評議会, 日付不明] 参照 
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図 3-2-2-1 シェムリアップ市街地の交通の様子（2015 年 3 月・8 月～10 月 筆者撮影） 
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3-2-3  シェムリアップ郊外 （C-SRU） 
●地域概要 
シェムリアップの郊外エリアでは、田畑を中心とする農村地帯やトンレサップ湖の沿岸の
漁村地帯などがあり、地主な産業は、農林水産・畜産業や、手工業品（籠や傘など）である。  
 
カンボジアではかつてポルポト政権による、知識人の大量虐殺が行われ、人々は学校教育
を受けられない状況下であった。 
都市部と比較し、郊外地域ではそれらの影響が大きく、10 年程前からようやく小学校が建
設されはじめたところも多い。 
例えば、コークドーン地域で筆者が 10 以上の家庭や村長・小学校長などにヒアリングを
した例では、現在 20 歳以上の人の 8 割は学校教育を受けておらず、学校に通っていない人
は文字の読み書き・簡単な計算も殆どできないことがわかった。また、地域に小学校が出来
た後でも、兄弟の多さや、生活の糧である稲作等ができない乾季の貧困から、小学校を中退
し、隣国やほかの地域に出稼ぎに行く若い世代も多いと聞いた。 
現在、シェムリアップ郊外では電化が進んでいるが、未だに電気がない地域も多く、水道
は無い。（井戸水や雨季の雨水を利用している） 
 
●交通状況 
人々の多くは徒歩か自転車で生活しているが、バイクを持つ人も少なくない。  
また、田畑を持つ裕福な家庭では、牛やトラクターをもつ者もおり、近距離移動や近距離
物流に使用している。また、長距離の移動では、モトドップ（バイクタクシー）やワゴンタ
クシ―が利用されている。一方で、村から外に出ることが殆どない人も多く存在している。 
尚、電気がない地域が多いため信号は存在しないが、交通量も多くないため、問題ないよ
うであった。 
 
●道路整備状況 
域内の幹線道路は片側 1 車線で舗装されているところが多い。 
しかし、舗装が薄い上に維持管理が行われないために、凹凸が激しい道路も多い。  
 
また、幹線道路であっても未舗装道路が存在するほか、村の中の生活道路では舗装されて
いない道が多い。未舗装道路では、特に雨季には水たまりによって大きな凹凸ができる。 
 
現地での道路状況は次頁の図 3-2-3-1 に示した。 
  
17 
 
 
  
  
図 3-2-3-1 シェムリアップ郊外の交通の様子（2015 年 3 月・8 月～10 月 筆者撮影） 
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3-2-4  国道 6 号線・7 号線 （C-CR6） 
●地域概要 
国道６号線・７号線は、カンボジアの中央・東部を走る主要国道である。 
国道 6 号線はプノンペンを発端とし、トンレサップ湖北部を抜け、タイへ向かうルートで
ある。しかし、プノンペンからタイに向かうルートとしては、国道６号線ではなく、国道５
号線がより距離の短いメジャーなルートとして活用されている。ゆえに国道６号線はタイー
カンボジアを結ぶ物流ルートとしての側面よりは、プノンペンと各沿道都市とを結ぶ主要ル
ートとしての側面が強い。 
また、国道 7 号線はプノンペン近郊で国道 6 号線から分岐し、国の東部を縦断してラオス
へ向かうルートである。 
 
本論では、国道 6 号線のプノンペン―シェムリアップ間と、トンレサップ湖東端の地方都
市、コンポン・タマから 71 号線・国道 7 号線・72 号線を経て、ベトナムとの国境（トラピ
アンプロン国境）までの道中で観測した車両を範囲とする。 
（地図は次頁の図 3-2-4-1 を参照） 
 
●交通状況 
直 線 区 間 が 多 く 警 察によ る 取 り 締 ま り も 殆どな い こ と か ら 、 ワ ゴンタ ク シ ー な ど は
100km/h ほどで走る場合もある。 
一方、生活道路との区別がないため、同じ道路上を牛車や自転車などの速度差がある車両
が走っている。また、追い越しでは、対向車線側を走行することが日常であり、相手がバイ
ク等であれば、対向バイクを路肩に追いやっての追い越し風景もよく目にする。  
 
●道路整備状況 
 道の大部分は路肩の広い片側 1 車線で舗装されており、舗装状態が良い部分であればバ
スであっても 80km/h 程での走行が可能である。沿線では電気がない地域が殆どであるため、
シェムリアップやプノンペンの周り以外で、2015 年現在信号は存在しない。 
 
しかし、市街地付近など、交通量の多い場所では、舗装が劣化し大きな凹凸があったり、
特に国道 6 号線のスカン付近からバライ付近までの約 40km の区間は、かつての舗装が剥が
れ、全体的に大きな凹凸のある未舗装になっていたりと、道路状況の悪い部分も存在した。 
 
 
現地での道路状況は次頁の図 3-2-4-2 に示した。 
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図 3-2-4-1. 国道 6 号・7 号線（CR6） 
Google マップより MyMaps にて加筆し転載。 
最終閲覧月・地図作成月 2017 年 1 月 
 
  
  
図 3-2-4-2 国道 6 号・7 号線の交通の様子（2015 年 9 月・10 月 筆者撮影） 
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3-2-5. 国道 1 号線 （C-CR1） 
●地域概要 
国道 1 号線は、プノンペンからベトナム国境へ向かう、最もメジャーな主要国道である。
本路線はアジアハイウェイ 1 号線にも指定されており、カンボジア・ベトナム間の旅客・物
流の大動脈であると共に、ベトナムからタイへ、インドシナ半島を横断する三国間陸路とし
ても機能している。 
本論では、次頁図 3-2-5-1 中の青線の通り、プノンペンからベトナムとの国境（バベット
国境）までを範囲とする。 
 
●交通状況 
道の大部分は路肩の広い片側 1 車線で舗装されており、舗装状態が良い部分であればバス
であっても 80km/h 程での走行が可能である。 
一方で、プノンペン近郊をはじめ、いくつかの市街地通過時には、道の拡幅や路面の維持
のための工事が行われている最中であり、走行に際しては路面の悪さに起因する大きな振動
や、渋滞が発生していた。 
 
●道路整備状況 
この区間では、2015 年 4 月に、長らく渡し舟での渡渉となっていたメコン川につばさ橋
が開通8した。この架橋により、夜間や悪天候時は通行できず、かつ、道路混雑時には 7 時間
から 8 時間の船待ちが必要だったという輸送上のボトルネックも解消されたことから、調査
時には、橋の開業前よりも物流量が増加していたものと考えられる。 
 
しかしながら、市街地付近など交通量の多い場所では、舗装が劣化し大きな凹凸があった。
また、路面の維持管理や拡幅等のための工事区間では、作業に伴う未舗装路や、未舗装路と
舗装路をつなぐ大きな段差がそのままの状態で供用されていた。そのため、車体の底を擦ら
ないように大きな凹凸を迂回したり、段差を斜めに進んだりする車が多くみられ、自然と片
側交互通行になってしまったり、先を急ぐ車やバイクで進路がふさがれ、身動きがとれなく
なってしまったりして、深刻な渋滞となっている区間もあった。  
 
現地での道路状況は次頁の図 3-2-5-2 に示した。 
 
                                                     
8 JICA 国際協力機構 Web サイト中、2014 年度ニューストピックより『カンボジアで「つばさ橋」開通――ベトナ
ム・カンボジア・タイが 1 本の道路でつながった』 [国際協力機構, 2015] 参照 
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図 3-2-5-1. 国道 1 号線（CR1） 
Google マップより MyMaps にて加筆し転載。 
最終閲覧月・地図作成月 2017 年 1 月 
 
  
  
図 3-2-5-2 国道 1 号線の交通の様子（2015 年 10 月・2016 年 1 月 筆者撮影） 
22 
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3-3.  ベトナム（V） の地域区分 
ベトナム（以下、国名の頭文字から、一部 V と略す）は以下の表 3-3-1 の通りである。 
 
表 3-3-1. ベトナム地域 地域区分表 
 
本論中において、以下一部で、各地域を表 3-3-1 中の地域略称で記す。 
また、3 章 3 項 1 からは、各地域の特徴や道路状況などを記す。 
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なお、都市部に関しての地図は、以下の図 3-3-1 の通りである。橙の星マークがそれぞれ
の都市であり、中央右がホーチミン市を、中央左がドンタップ省をそれぞれ示している。 
 
図 3-1-1. ベトナム都市 (HCMC,DTC) 
Google マップより MyMaps にて加筆し転載。 
最終閲覧月・地図作成月 2017 年 1 月 
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3-3-1. ホーチミン市街地 （V-HCMC） 
●地域概要 
ホーチミン市はベトナム最大の経済都市であると共に、ベトナム南部を代表する都市であ
る。(地図は図 3-3-1 に記載) 
 本論におけるホーチミン市街地は、市営バスの中心的バスターミナルがあるベンタイン
市場から半径５km 圏内をその対象とした 
フランス統治下で設計された市街地を持ち、交差点がロータリー状になっているところが多
く、市街中心部であってもバス専用通行帯のある片側 2～4 車線道路など、高規格道路も多
い。 
域内には市場や政府関連施設、オフィスや商店が多くある。  
 
●車両規制 
域内では、積載前の車両重量 2.5t 以上か車両総重量が 5t 以上の重貨物車両は 6 時から 24
時の通行が、一部の道路を除いて原則不可となっている。 
また、それ以下の軽貨物車両についても、6 時から 8 時、16 時から 20 時は通行が原則不
可となっている。9 10 
 
●交通状況 
市民の多くが一人一台所有しているバイクが交通を圧迫しており、特に朝夕は交通渋滞が
絶えない。50 ㏄以下のバイクは運転免許を必要としないが、今では 100～125 ㏄程のスクー
ターが中心である。市街中心部では一方通行道路も多いが、バイクであれば歩道等を走行し
ての逆走も多くみられる。 
市民の交通手段として、ホーチミン市だけで 120 を超える路線を持つ市営バスが徐々に定
着しつつあるほか、メータータクシーやバイクタクシーも日常の足として定着している。  
 
●道路整備状況 
 域内の道路は、狭路も含めて殆ど舗装されており、路面状況も良い。  
道路によってはバイクと車が分離された片側３車線以上の道路や、高規格な自動車専用道
路も存在する。 
市街地では、ロータリーは多いものの信号や街灯も適度にあり、道路インフラそのものは
先進国並みと言っても過言ではない。 
現地での道路状況は次頁の図 3-3-1-1 に示した。 
  
                                                     
9 ベトナムニュース The Watch『ホーチミン市、貨物車の進入禁止路拡大へ』  [TOHO CO., LTD, 2010]参照 
10 VIETJO ベトナムニュース『ホーチミン：新たに複数の区間でトラックの通行が禁止へ』  [ Viet Economic 
Research & Advisory Corp, 2011]参照 
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図 3-3-1-1 ホーチミン市街地の交通の様子（2015 年 10 月から 2016 年 2 月 筆者撮影） 
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3-3-2. ドンタップ市街地 （V-DTC） 
●地域概要 
ドンタップ省は、ホーチミン市から南西へ約 160km のところにある、メコンデルタ 13 省
のなかの 1 つである。(地図は図 3-3-1 に記載) 
主産業は農業であり、中でも蓮の生産地で有名である他、米の生産量は国内 3 位を誇って
いる。また、省内で生産されるマンゴーや竜眼といった果物は、日本・中国・韓国・アメリ
カ等への輸出も盛んにおこなわれている。 
2013 年度のベトナム商工会の省級競争力ランキングでは、全国 63 省・直轄都市中 5 位、
メコンデルタ地域 1 位に選ばれている。11 12 
 
本論におけるドンタップ市街地は、ドンタップ省の中心都市カオランを中心に、一部ティ
エンザン省で観測した車両も含めている。よって、半径 25km ほどの広範囲が本論における
ドンタップ市街地の範囲である。しかしながら、ドンタップ省とティエンザン省は隣り合っ
ているだけでなく、人口規模や農業中心の経済などの点で酷似しており、実際に見ていても、
観測できる車両や積載物に殆ど違いがないことが確かめられている。  
 
●交通状況 
現地では、地方都市ではあるものの、人々の多くは原付バイクを日常生活に用いている。
そのため、市内の交通を見てみるとバイクの割合はホーチミン市同様多い。また、バイク以
外の交通手段としては、市営バスやタクシー・バイクタクシーなども利用されているほか、
地域には水路が多いため、一部地域では船も移動手段の一つとして使われているようである。 
ホーチミン市街地と大きく異なるところは、トラックの通行制限が行われていないことで
ある。ゆえに市街地であっても大小様々なトラックを目にすることができる。  
 
●道路整備状況 
現地の道路のほとんどは片側 1 車線であり、おおむね綺麗に舗装されていた。また、一部
大きな交差点には信号も見られた。 
一方、一部郊外の方では舗装が荒く、特に道路下に農業用の水道管が盛り土状に埋められ
て舗装されているような道では、盛り土の上を通るたびに上下に大きな振動が加わるような
場面もあった。また、少々郊外の細い農業・生活用道路には未舗装道路も少なくないようで
ある。 
現地での道路状況は次頁の図 3-3-2-1 に示した。 
  
                                                     
11日本貿易振興機構 Web サイト『農業に可能性秘めるコメ産地のドンタップ省』  [日本貿易振興機構 , 2015] 
12 THE VOICE OF VIETNAM Web サイト『外国へ出荷されるドンタップ省の農産物』  [THE VOICE OF 
VIETNAM, 2016] 
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図 3-3-2-1 ドンタップ市街地の交通の様子（2015 年 12 月・2016 年 1 月 筆者撮影） 
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3-3-3. ホーチミン市郊外 （V-HCMU） 
●地域概要 
ホーチミン市は南東を海に、それ以外を平地に囲まれた地域である。  
ベトナム最大の経済都市ホーチミン市の郊外であることもあり、郊外と言っても暫くは住宅
地を中心とした街並みが続き、次第に田畑が広がる風景に変化していく。  
 
 本論では、ホーチミン市内の、前項 3-1-1.（HCMC）における範囲外となったエリアと、
北部ドンナイ省、南部ロンアン省で観測されたデータをその範囲内とする。  
(地図は図 3-3-1 に記載) 
 
●交通状況 
人々の移動手段としては、バイクの他に近距離向けの市営バスや、中長距離向けのワゴン
バス、長距離を結ぶ路線バスなどがある。 
市内では通行規制が敷かれているために見ることの少ない大型トラックが多数走ってお
り、小型のトラックからトレーラートラックまで多種多様な車両が走行している。 
 
●道路整備状況 
 ホーチミン市郊外の特徴としては、工業地帯やそれに伴い高速道路等の高規格道路が通
っておいる。また、田畑が広がるような地域や漁村であっても、細い路地を含めて殆どが舗
装されており、路面状況も良い道が多い。 
また、幹線道路においては、高速道路や自動車専用道路があるほか、一般国道等でも片側
3 車線以上ある道路も少なくない。また、そういった幅の広い道路では、バイク・小型車レ
ーンと自動車レーンとが分かれている道路も多い。  
 
現地での道路状況は次頁の図 3-3-3-1 に示した。 
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図 3-3-3-1 ホーチミン市郊外の交通の様子（2015 年 10 月から 2016 年 2 月 筆者撮影） 
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3-3-4. アジアハイウェイ 1 号線 （V-AH1） 
●地域概要 
アジアハイウェイ 1 号線は、東京・日本橋を日本起点に韓国、朝鮮民主主義人民共和国、 
中国、ベトナム、カンボジア、タイ、ミャンマー、インド、バングラデシュ、パキスタン、 
アフガニスタン、イラン、トルコを横断するルートである。 
尚、ベトナム国内では、中国国境からホーチミン市までの国道 1 号線と、ホーチミン市か
らカンボジア国境までの国道 22 号線がアジアハイウェイ 1 号線に指定されている。 
本論では、図 3-3-4-1 中の青線の通り、ホーチミン市以北のアジアハイウェイ 1 号線区間
の一部を範囲とする。 
 
この区間沿線には、日系メーカーをはじめとする様々な工場や、それに伴い大学などの高
度教育機関が立地している。また、3-3-1.のホーチミン市街地の項で述べた通り、大型トラ
ックは、日中に市内を走ることが出来ないとされているが、特例的に郊外の環状線を通じて
サイゴン港群から AH1 へ走行することが可能となっているため、輸出入貨物の倉庫やイン
ランドコンテナターミナル等の立地も多い。 
一般に、ホーチミン市街地から離れるほどに建物は低層化し、田畑等が垣間見えるように
なるが、AH1 号線沿いにホーチミン市初となる地下鉄の建設が進められており、大型ショッ
ピングモールの開業や高層マンション等による宅地開発が進んでいる場面も見られた。 
 
●交通状況 
 海上コンテナを積載したトレーラートラックをはじめ、小型から大型までトラックの走行
が多い。一方、車とバイクが分離されており、市民の移動手段としてバイクの数も多い。ま
た、短距離を結ぶ市営バスから長距離路線バスまで、バスが多数走っている。ベトナム縦断
鉄道があるものの、安価で速達性の高いバスが人気を集めているようである。 
 
●道路整備状況 
道幅は片側 3 車線以上あり、区間によってはバイクや低速の軽車両専用レーンもある。ま
た、舗装も綺麗な状態で、信号もあまり多くないため、走行量の割には深刻な混雑はあまり
見られなかった。一方、大きな橋の付近には料金所があるところもいくつかあり、少々混雑
する場面も見られた。 
尚、ホーチミン市内から AH1 のドンナイ省内の区間に接続する形のバイバスとして、片
側 2 車線の高速道路も開通している。こちらは日本の高速道路と殆ど同水準と言える広い路
肩をもつ非常に綺麗な舗装路であったが、交通量は多くなく、トラック等は殆ど見られなか
った。 
現地での道路状況は次頁の図 3-3-4-2 に示した。 
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図 3-3-4-1 アジアハイウェイ 1 号線（AH1） 
Google マップより MyMaps にて加筆し転載。 
最終閲覧月・地図作成月 2017 年 1 月 
 
  
  
図 3-3-4-2 アジアハイウェイ 1 号線の交通の様子（2015 年 12 月・2016 年 1 月 筆者撮影） 
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3-3-5. 国道 22 号線 (V-QL22) 
●地域概要 
国道 22 号線は、ホーチミン市からカンボジアへ向かう主要国道である。 
途中、タイニンでモックバイ・バベット国境へ向かう QL22 と、サマット・トラピアンプ
ロン国境へ向かう QL22B とに分岐する。 
本論では、図 3-3-5-1 中の青線の通り、QL22 号線と QL22B 号線の双方におけるカンボ
ジア国境までを範囲とする。 
  
国道 22 号線の起点からホーチミン市街地方向に進むと、タンソンニャット国際空港があ
る。また、ホーチミン市の外郭環状道路となっている国道 1 号線と接続されており、北に行
くルートはベトナム中部・北部の都市や中国・ラオスと繋がっており、南に行けば、ベトナ
ムの穀倉地帯であるメコンデルタ地域と繋がっている。 
国道 22 号線沿いは比較的開発が緩やかであり、住宅や田畑等が広がる景色が続いていく。  
 
●交通状況 
 トラックや自家用車の走行が多い。特に通勤時間帯は、バイクレーンを溢れたバイクが車
道レーンを走行している姿を目にした。市民の足としては、バイクやバスが発達している。 
ＡＨ１号線と比較すると道幅が狭く、信号も多いことから、時間帯によっては渋滞が激しい
場面も見られた。 
 
●道路整備状況 
道幅に関しては、ホーチミン市に近い一部の区間で、バイクや低速小型車と自動車とで車
線が分離されている区間もあるが、基本的には路肩の広い片側 2 車線道路が延々と続いてい
く。また、サマット国境へ向かう QL22B 号線は、国境付近でしばらく片側 1 車線道路が続
いている。 
道幅が狭めで、他にバイパス的な路線を持たないこともあり、時間帯によっては渋滞が目
立つ。 
 路面は全線舗装されているが、国道 1 号線と比較すると路面に凹凸が多くみられ、一部で
路面の悪さがみられる。ただし、走行に大きな支障をきたす程の悪路はなかった。  
 
現地での道路状況は次頁の図 3-3-5-2 に示した。 
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図 3-3-5-1.  国道 22 号線（QL22） 
Google マップより MyMaps にて加筆し転載。 
最終閲覧月・地図作成月 2017 年 1 月 
 
  
  
図 3-3-5-2 国道 22 号線の交通の様子（2015 年 10 月・2016 年 1 月 筆者撮影） 
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3-4. 車両の区分 
本論では、以下の通り、車両を 9 つの大分類で区分した。 
車両の区分方法としては、動力源・積載量等、車両の外見から判断し、分類した。 
 
 
① 人力・自転車類 
自転車やリアカーなど、機械的な動力源を持たないもの。 
② 牛車・トラクター類 
牛やトラクターが台車を牽引するもの。 
③ バイク類 
バイクが動力源となるもの。 
④ 小型トラック 
積載量 1t 以下/前後の３輪・４輪トラック 
⑤ 2t トラック 
積載重量 2t 前後のトラック 
⑥ 中型トラック 
積載重量 4t～8t ほどのトラック 
⑦ 大型トラック 
積載重量 10t 前後/以上のトラック 
⑧ トレーラートラック 
大型のセミトレーラートラック 
⑨ 貨客混載車両 
旅客輸送も行うトラックや、貨物輸送も行うバス・大型タクシー類  
 
 9 つの大分類に関する詳細や、車両の外観等は、次の第 4 章 4 項 2 で紹介する。 
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４章 実測の結果 
4-1. 結果の概要
実測の結果として、2 章 2 項の通り、カンボジアにて 338 台、ベトナムにて 414 台、２国
で計 752 台分の車両写真を得ることができた。 
まず、次頁において、結果の集計を表 4-1-1 として掲載する。表 4-1-1 より、どういった
車両がどういった地域で、どういった台数や割合で見られたかを一覧できる。 
4 章 2 項からは、より具体的に結果を明らかにする。そのために、3 章 4 項で紹介した 9
つの車両大分類別に、どのような車両が観測されたか、どのような地域で観測されたか、ど
ういったものを積載していたのかを紹介する。 
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表 4-1-1 地域・輸送車両・台数と割合の一覧表  
両国合計
PNC SRC SRU CR6 CR1 HCMC DTC HCMU AH1 QAL22 (C)小計 (V)小計 合計
リアカー 2 2 1 1 5 1 6
自転車 2 1 2 3 2 5
シクロ 1 1 1
自転車・荷車 3 3 3
小計① 4 2 1 1 7 8 7 15
割合①（小計①／合計） 13.8% 2.7% 1.2% 1.1% 15.6% 2.4% 1.7% 2.0% %
牛車 6 6 6
トラクター・荷車 21 1 21 1 22
小計② 27 1 27 1 28
割合② 33.3% 1.2% 8.0% 0.2% 3.7% %
バイク 3 5 7 4 1 19 8 5 2 4 20 38 58
バイク・後荷車 8 24 11 7 4 1 1 54 2 56
バイク・前荷車 1 4 1 1 5 6
バイク・側車 1 2 3 3
小計③ 12 30 20 11 5 24 9 5 3 4 78 45 123
割合③ 41.4% 40.0% 24.7% 18.3% 5.4% 53.3% 9.6% 6.0% 2.2% 7.3% 23.1% 10.9% 16.4% %
三輪平ボディ 1 1 1 3 4 3 2 11 13
三輪箱ボディ 1 1 2 2
軽平ボディ 1 2 1 2 3 1 1 4 7 11
軽幌ボディ 1 2 1 1 3 4
軽箱ボディ 1 2 1 3 7 7
軽ワゴン 1 1 1
簡易トラック 1 4 5 5
ピックアップトラック 4 5 1 1 11 11
乗用車トランク 2 2 2
小計④ 2 8 8 6 3 4 11 6 4 4 27 29 56
割合④ 6.9% 10.7% 9.9% 10.0% 3.2% 8.9% 11.7% 7.2% 2.9% 7.3% 8.0% 7.0% 7.4% %
2tダンプ 2 2 4 1 3 1 8 5 13
2t平ボディ 4 10 2 9 5 4 1 30 5 35
2t幌ボディ 1 1 2 1 17 8 13 4 4 43 47
2t箱ボディ 5 1 3 1 2 12 9 4 9 28 37
2t箱・冷蔵車 1 1 1
2t箱・トレーラー 1 1 1
2tﾊﾞｷｭｰﾑｶｰ 1 1 1
2tゴミ収集車 2 2 2
小計⑤ 7 17 4 13 14 3 26 22 23 8 55 82 137
割合⑤ 24.1% 22.7% 4.9% 21.7% 15.1% 6.7% 27.7% 26.5% 16.8% 14.5% 16.3% 19.8% 18.2% %
中型ダンプ 2 4 3 1 2 2 10 4 14
中型平ボディ 1 2 1 6 5 2 2 15 4 19
中型平・ユニック 2 1 1 4 4
中型幌ボディ 1 3 21 12 7 10 4 50 54
中型箱ボディ 1 5 1 2 2 3 2 6 10 16
中型箱・冷蔵車 1 1 2 2
中型タンク車 1 1 1 1 2 3
中型ミキサー車 1 1 1 1 2 3
中型車載車 1 1 1 1 2
小計⑥ 1 4 6 11 16 2 25 20 18 14 38 79 117
割合⑥ 3.4% 5.3% 7.4% 18.3% 17.2% 4.4% 26.6% 24.1% 13.1% 25.5% 11.2% 19.1% 15.6% %
大型ダンプ 4 1 4 4 6 1 9 11 20
大型平ボディ 1 2 2 5 2 1 1 2 12 4 16
大型平・ユニック 1 1 1 1 2
大型幌ボディ 1 1 12 4 5 2 2 23 25
大型箱ボディ 1 1 1
大型箱・冷蔵車 1 1 1
大型タンク車 1 1 1 1 2 3
大型ミキサー車 1 1 1 1 2
大型レッカー車 1 1 1
小計⑦ 1 3 6 9 7 14 10 17 4 26 45 71
割合⑦ 3.4% 4.0% 7.4% 15.0% 7.5% 0.0% 14.9% 12.0% 12.4% 7.3% 7.7% 10.9% 9.4% %
トレーラ平ボディ 1 1 2 2 2 4
トレーラ幌ボディ 1 1 1 2 2 3 5
トレーラ箱ボディ 1 1 1
トレーラタンク車 1 1 2 3 2 5 7
トレーラ海20ftDry・1個 1 3 1 2 4 17 5 4 29 33
トレーラ海20ftDry・2個 2 5 6 1 2 12 14
トレーラ海40ftDry 2 25 3 8 35 11 27 57 84
トレーラ海40ftRef 1 3 4 4
トレーラ国45ft 1 1 1
トレーラ海空シャシー 1 1 1 6 1 2 8 10
小計⑧ 2 1 5 33 1 9 19 72 21 41 122 163
割合⑧ 2.7% 1.2% 8.3% 35.5% 2.2% 9.6% 22.9% 52.6% 38.2% 12.1% 29.5% 21.7% %
トラクター荷台 4 4 4
トゥクトゥク 1 1 1
大型3輪 2 2 2
軽平ボディ 8 1 8 1 9
2t平ボディ 1 1 3 1 5 1 6
ワゴン 4 4 4 2 14 14
マイクロバス 1 1 1
中型バス 1 1 1
大型バス 2 1 1 3 1 4
小計⑨ 2 9 8 5 14 4 38 4 42
割合⑨ 6.9% 12.0% 9.9% 8.3% 15.1% 8.9% 11.2% 1.0% 5.6% %
集計 合計 29 75 81 60 93 45 94 83 137 55 338 414 752 台
単位
台
台
牛車・トラクタ
人力・自転車
各国小計カンボジア (C) ベトナム (V)
車両大分類 車両小分類
台
台
台
台
大型トラック
トレーラトラック
貨客混載
バイク
小型トラック
2tトラック
中型トラック
台
台
台
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4-2. 車両区分別での結果一覧 
4-2-1. 人力・自転車類 
 人力・自転車類は、機械的な動力源を持たない輸送車両として、リアカー・自転車・シク
ロ・自転車＋荷車の 4 小分類が該当する。 
それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-1-1 の通りである。 
 
表 4-2-1-1 人力・自転車類 観測車両例 
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 人力・自転車類の車両が観測された地域や、その台数は以下の表 4-2-1-2 の通りである。 
 
表 4-2-1-2 人力・自転車類 地域別観測台数と車両の種類 
 
 
 また、それぞれの車両の地域別で見た積載物は、以下の表 4-2-1-3 の通りである。 
なお、積載物不明の車両も存在したが、表中では観測台数のみ数に含め、積載物の項には記
載をしていない。 
 
車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 
リアカー C-PNC: 2 
C-SRC: 2 
C-CR1: 1 
V-HCMC: 1 
PNC: 廃棄物 
SRC: 手工業品・廃棄物 
CR1: 衣料品 
HCMC: 雑貨 
自転車 C-SRC: 2 
C-SRU: 1 
V-HCMC: 2 
SRC: 生活用品・廃棄物 
SRU: 農作物 
HCMC: 廃棄物 
シクロ V-HCMC: 1 HCMC: パーティー用品 
自転車＋荷車 V-HCMC: 3 HCMC: 生活用品・農作物・食料品 
表 4-2-1-3 車両・観測地域・台数と積載物一覧 
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 ● 観測された地域 
表 4-2-1-2 の通り、人力・自転車類は、プノンペン市街地・シェムリアップ市街地・シェ
ムリアップ郊外・カンボジア国道 1 号線・ホーチミン市街地で観測された。このことから、
多くみられる場所は都市部やその近郊であったと言える。 
 
● 国別の台数の比較 
国別で台数を比較すると、カンボジア・ベトナム両国ともに大差は見られなかった。  
しかし、カンボジアでは 4 地域で観測された一方、ベトナムではホーチミン市街地の 1 地
域のみでしか観測できなかった。 
 
 ● 主な積載物 
 主な積載物は、廃棄物・農作物・手工芸品や衣料品・雑貨といった、市場で販売される小
物類であった。 
 廃棄物は、地域のゴミ箱や道路上からゴミの収集をする際に利用されていた。  
また、農作物や手工芸品は畑・作業場から家、市場内など、近距離の移動に利用されていた。  
衣料品・雑貨も、市場内や市場からの近距離販売などに利用されていた。  
 
 ● 積載状況・その他 
 日本での積載状況と比較すると、明らかに積載量が多い。 
 場面にもよるが、載せられるだけ載せよう、という気概を感じるものが多かった。  
自転車でも、前かごや後ろの荷台だけでなく、横にケースや袋を設置して、積載量を増やす
などしていた。 
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4-2-2. 牛車・トラクター類 
 牛車・トラクター類は、主に農業等でも利用されている牛やトラクターを動力源とし、  
台車を曳く輸送車両であり、牛車とトラクター＋荷車の 2 小分類が該当する。 
それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-2-1 の通りである。 
 
 
表 4-2-2-1 牛車・トラクター類 観測車両例 
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牛車・トラクター類の車両が観測された地域や、その台数は以下の表 4-2-2-2 の通りである。 
 
 
表 4-2-2-2 牛車・トラクター類 地域別観測台数と車両の種類 
 
 
また、それぞれの車両の地域別で見た積載物は、以下の表 4-2-2-3 の通りである。 
なお、積載物不明の車両も存在したが、表中では観測台数のみ数に含め、積載物の項には
記載をしていない。 
 
 
車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 
牛車 C-SRU: 6 SRU: 木材 
トラクター＋荷車 C-SRU: 21 
V-HCMU: 1 
SRU: 木材・建材・寺院・棺 
HCMU: 穀物 
表 4-2-2-3 牛車・トラクター類における、車両・観測地域・台数と積載物一覧 
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● 観測された地域 
表 4-2-2-2 の通り、牛車・トラクター類は、シェムリアップ郊外・ホーチミン郊外で観測
された。このことから、牛車・トラクター類が多くみられる場所は、郊外であると考えられ
る。 
これは、牛やトラクターを日常的に使用するのが、農業や林業等に従事する人々であるこ
とに由来すると考えらえる。 
 
● 国別の台数の比較 
国別で台数を比較すると、カンボジアが 27 台、ベトナムが 1 台であり、圧倒的にカンボ
ジアが多い。また、ベトナムで牛車は観測されなかった。 
カンボジアでは、郊外の幹線道路において牛車・トラクター類を日常的に見たものの、同
じような農村地帯であっても、ベトナムでは殆ど見ることが無かったことから考えて、ベト
ナムにおける牛車・トラクター類は絶対数が明らかに少ないと考えられる。  
また、カンボジア国内において『牛を売ってトラクターを買う』という風潮が見られた13
ことから考えても、経済的に豊かになるにつれて、牛からトラクターへ移行していくと考え
らえる。 
 
 ● 主な積載物 
 主な積載物は、木材や穀物・建材であった。 
一方で、霊柩車として荷台に装飾が施され棺桶を載せているものや、お坊さんを載せ、ス
ピーカーから大音量のお経を流してゆっくりと走行し、村の人々からの寄付をつのるものな
ど、変わり種もあった。 
 
 木材や建材は、産地から工場、工場から市場あるいは長距離輸送のためのトラックへの積
み替えまでの比較的近距離の輸送手段として使われていた。  
 穀物は、田畑から家や村の中心までの近距離の輸送手段として使われていた。  
 
 ● 積載状況・その他 
 荷台の大きさには長短様々なものがあったが、重量物を載せていることが多かったからか、
積載量は一般的なものだった。また、積載物と共に作業をしてきたと思われる人が乗ってい
たり、複数台で荷台にも人を載せ、田畑へ向かったりしている様子も確認された。  
 
  牛車・トラクターは走行速度が遅く、郊外の舗装された片側一車線道路においては、高
速で走る自動車と、牛車・トラクターとの間の速度差が、道路の混雑や交通安全の面で悪影
響を及ぼしている事態も散見された。 
  
                                                     
13 カンボジア・コークドーン群のプラサートトラウ村における村人への家庭ヒアリングで筆者確認 
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4-2-3. バイク類 
バイク類は、バイクや、バイクを動力源とし、台車を曳く輸送車両であり、バイク・バイ
ク＋後荷車・バイク＋前荷車・バイク＋側車の 4 小分類が該当する。 
それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-3-1 の通りである。 
 
 
表 4-2-3-1 バイク類 観測車両例 
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バイク類の車両が観測された地域や、その台数は以下の表 4-2-2-2 の通りである。 
 
 
表 4-2-3-2 バイク類 地域別観測台数と車両の種類 
 
 
また、それぞれの車両の地域別で見た積載物は、以下の表 4-2-2-3 の通りである。 
なお、積載物不明の車両も存在したが、表中では観測台数のみ数に含め、積載物の項には
基本的に記載をしていない。ただし、その地域における観測車両の全てが積載物不明であっ
た場合は、積載物の項に不明と記載している。 
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車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 
バイク C-PNC: 3 
C-SRC: 5 
C-SRU: 7 
C-CR6: 4 
C-CR1: 1 
 
V-HCMC: 19 
V-DTC: 8 
V-HCMU: 5 
V-AH1: 2 
V-QL22: 4 
PNC: 食料品・衣料品・鶏 
SRC: 生活用品・穀物・生鮮品・食料品・木材  
SRU: 食料品・農作物・タイヤ・家畜・手工業品・衣料品  
CR4: 食料品・木材・農作物 
CR1: 生活用品 
HCMC: 食料品・衣料品・農作物・装飾品・ガス・  
電化製品・観葉植物・小売製品・バイク便  
DTC: 生活用品・食料品・果物・穀物・鶏・肥料  
HCMU: 生活用品・食料品・穀物・生鮮品  
AH1: 穀物・建材 
QL22: 生活用品・農作物・食料品 
バイク 
＋後荷車 
C-PNC: 8 
C-SRC: 24 
C-SRU: 11 
C-CR6: 7 
C-CR1: 4 
V-HCMC: 1 
V-DTC:  1 
 
PNC: 生活用品・穀物・生鮮品・建材・観葉植物 
SRC: 生活用品・穀物・生鮮品・農工用品・木材・建材 
   観葉植物・飲料 
SRU: 衣料品・手工業品・家畜・農作物・ガスタンク・ 
建材・木材 
CR6: 木材・農作物・建材・自転車 
CR1: 衣料品・生活用品 
HCMC: 生活用品 
DTC: 不明 
バイク 
＋前荷車 
C-PNC: 1 
V-HCMC: 4 
V-AH1: 1 
PNC: 砂袋 
HCMC: 食料品・穀物・建材・廃棄物 
AH1: バイク用品 
バイク 
＋側車 
C-SRC: 1 
C-SRU :2 
SRC: 生鮮品 
SRU: 食料品 
 
表 4-2-2-3 車両・観測地域・台数と積載物一覧 
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● 観測された地域 
表 4-2-3-2 の通り、バイク類は、全ての地域で観測された。このことから、バイク類はカ
ンボジア・ベトナムの広い地域で輸送車両として使われていると考えられる。  
これは、現地において、購入・維持費用の安さから多くの人がバイクを所有しており、広
い地域で日常的に使用されていること・バイクへの積載や車検等に関する法整備が比較的緩
いため、先進国と比較した際に輸送車両としての自由度が高いことが理由として挙げられる。 
また、特に都市部においては、混雑のなか、機動力の高さを生かし車両の合間を縫って進
むことで早く届けられること・駐輪しやすいこと・一方通行道路での逆走や歩道の走行など
が比較的容認されており、ルートが広がることなどが理由として挙げられる。  
 
● 国別の台数の比較 
国別で台数を比較すると、カンボジアが 78 台、ベトナムが 45 台であり、圧倒的にカンボ
ジアが多い。また、本調査において、全ての輸送車両におけるバイク類の割合は、カンボジ
アの 23.1％と比べ、ベトナムは 10.9％と低くなっていることがわかった。 
 
カンボジアとベトナムにおけるバイク類の違いとしては、表 4-2-3-2 から明らかなように、
カンボジアではバイクに台車をつなぐ姿を多く見るが、ベトナムではあまり多く見られない
ことが挙げられる。 
例えば、シェムリアップ市街地や郊外では、建材や木材等の重量物を大量に積み、バイク
をウイリーさせながら無理やりけん引する姿も見られたが、ベトナムにおいてはそういった
光景を見ることはなかった。また、旅客輸送に関しても違いがみられ、カンボジアの都市部
ではバイクの後ろに座席のある荷台をつないだ『トゥクトゥク』というタクシーが主流であ
り、自動車のタクシーは殆ど見ることが無いが、ベトナムではバイクタクシーはあるものの、
それ以外では殆どが自動車型のタクシーであった。 
こういったことから、ベトナムでは自動車の台頭により、バイクの輸送範囲は狭まってい
ると考えられるが、都市部ではバイクの利点を生かした輸送が今後も続くと考えられる。  
  
 ● 主な積載物 
 主な積載物は、生活用品や食料品・農作物・衣料品・建材・木材であった。 
 これらは生産地から市場や、市場から小売店・宅配など、短～中距離の輸送で多く使われ
ていると考えられる。軽量物だけでなく、重量物の輸送も一定量担っていた。 
 
 ● 積載状況・その他 
 荷台の大きさには長短様々なものがあり、重量物を載せていることもあった。しかし、バ
イク類の場合、駆動力を伝えられるのはバイクの後輪一点のみであるため、加速の際に前輪
が浮いてしまいなかなか速度が上がらない姿も見られた。 
 また、積載量も積めるだけ積んでいる場合があり、運行安全性に大きな支障が出ていると
考えられる危険なものも散見された。 
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4-2-4. 小型トラック 
小型トラックは、三輪トラックや主に積載量 2t 以下であるような車両であり、三輪平ボデ
ィ・三輪箱ボディ・軽平ボディ・軽幌ボディ・軽箱ボディ・軽ワゴン・簡易トラック・ピッ
クアップトラック・乗用車トランクの 9 小分類が該当する。 
それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-4-1 の通りである。 
 
表 4-2-4-1 小型トラック 観測車両例 ① 
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表 4-2-4-2 小型トラック 観測車両例 ② 
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小型トラックの車両が観測された地域や、その台数は以下の表 4-2-4-3 の通りである。 
 
 
表 4-2-4-3 小型トラック 地域別観測台数と車両の種類 
 
 
また、それぞれの車両の地域別で見た積載物は、以下の表 4-2-4-4 の通りである。 
なお、積載物不明の車両も存在したが、表中では観測台数のみ数に含め、積載物の項には
基本的に記載をしていない。ただし、その地域における観測車両の全てが積載物不明であっ
た場合は、積載物の項に不明と記載している。 
  
0
2
4
6
8
10
④ 小型トラック
三輪平ボディ
三輪箱ボディ
軽平ボディ
軽幌ボディ
軽箱ボディ
軽ワゴン
簡易トラック
ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟﾄﾗｯｸ
乗用車ﾄﾗﾝｸ
台
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車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 
三輪 平ボディ C-SRC: 1 
C-CR1: 1 
V-HCMC: 1 
V-DTC: 3 
V-HCMU: 4 
V-AH1: 3 
SRC: 生活用品・衣料品 
CR1: 空車 
HCMC: 生活用品 
DTC: 農作物 
HCMU: 生活用品・建材・観葉植物 
AH1: 段ボール箱 
三輪 箱ボディ C-SRC: 1 
C-CR6: 1 
SRC: 不明 
CR6: 不明 
軽  平ボディ C-SRC: １ 
C-SRU: 2 
C-CR1: 1 
V-HCMC: 2 
V-DTC: 3 
V-HCMU: 1 
V-QL22: 1 
SRC: 不明 
SRU: 生活用品・食料品 
CR1: 衣料品・建材 
HCMC: 建材 
DTC: 生活用品・農工用品 
HCMU: 段ボール 
QL22: 電化製品 
軽  幌ボディ C-SRC: 1 
V-DTC: 2 
V-AH1: 1 
SRC: 不明 
DTC: 不明 
AH1: 不明 
軽  箱ボディ V-HCMC: 1 
V-DTC: 2 
V-HCMU: 1 
V-QL22: 3 
HCMC: パーティー用品 
DTC: 不明 
HCMU: 不明 
QL22: 不明 
軽 ワゴン V-DTC: 1 DTC: 不明 
簡易トラック C-SRU: 1 
C-CR6: 4 
SRU: 水タンク 
CR6: 生活用品・農作物・木材・建材 
ピックアップ 
トラック 
C-SRC: 4 
C-SRU 5: 
C-CR6: 1 
C-CR1: 1  
SRC: 生活用品・食料品・穀物・建材・家電製品 
SRU: プロパンガス・生鮮品 
CR6: 手工業品 
CR1: 建材・タイヤ 
乗用車トランク C-PNC: 2 PNC:食料品・生活用品 
 
表 4-2-4-4 小型トラックにおける、車両・観測地域・台数と積載物一覧 
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● 観測された地域 
 表 4-2-4-3 の通り、小型トラックは、全ての地域で観測された。このことから、小型ト
ラックはカンボジア・ベトナムの広い地域で輸送車両として使われていると考えられる。  
これは、現地においてバイク類ではカバーできないような中長距離輸送や、一定数量・重
量以上の物を輸送するためと考えられる。 
 
● 国別の台数の比較 
国別で台数を比較すると、カンボジアが 27 台、ベトナムが 29 台であり、本調査における、
全ての輸送車両中の小型トラックの割合は、カンボジアが 8.0％、ベトナムが 7.0％と、大き
な違いは見られなかった。 
 
一方、カンボジアではピックアップトラックや、乗用車のトランクに大量の荷物を積んで
輸送する姿を見ることがあったが、これらはベトナムでは殆ど見ることが無かった。また、
カンボジアでは窓のない簡易的なトラックを見ることが多かったが、これらもベトナムでは
見ることが無かった。 
また、ベトナムでは二輪車に台車をつないだ車両（本論では 4-2-3 バイク類に分類）はあ
まり多く見られなかったが、バイクの車両後部がトラックとなっているような三輪トラック
の割合はカンボジアよりも多かった。 
 
 ● 主な積載物 
 主な積載物は、生活用品・食料品・農作物であった。 
一方で、複数の種類の荷物を 1 台に混載している車両も多くみられた。 
このことから、バイク類では運べないような、中～長距離向けの荷物を混載して運んでい
ると考えらえる。また、特に市街地において小型の軽トラックが多くみられたことから、ホ
ーチミン市街地のように大型トラックの日中走行が禁じられている場所では、小型トラック
への乗せ換えと配達が行われていると考えられる。  
 
 ● 積載状況・その他 
 荷台の大きさやエンジンパワー等に制限があることもあり、あまり無理な積載は見られな
かった。一方、自家用車やピックアップトラックに関しては、トランクや荷台だけでなく、
屋根上にも荷をたくさん載せるなどしている車両も見受けられた。  
 
 カンボジアでもベトナムでも、三輪トラックや、エンジンの小さな小型トラックは、バイ
クレーンの走行が認められており、自動車というよりもバイクに近い乗り物として捉えられ
ているようであった。 
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4-2-5. 2t トラック 
2t トラックは、主に積載量 2t 程度の小型トラックであり、ダンプ・平ボディ・幌ボディ・
箱ボディ・箱ボディ冷蔵車・箱ボディトレーラー・バキュームカー・ごみ収集車の 8 小分類
が該当する。 
それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-5-1、表 4-2-5-2 の通りである。 
 
表 4-2-5-1 2t トラック類 観測車両例 ① 
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表 4-2-5-2 2t トラック類 観測車両例 ② 
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2t トラックの車両が観測された地域や、その台数は以下の表 4-2-5-3 の通りである。 
 
 
表 4-2-5-3 2t トラック 地域別観測台数と車両の種類 
 
 
また、それぞれの車両の地域別で見た積載物は、以下の表 4-2-5-4 の通りである。 
なお、積載物不明の車両も存在したが、表中では観測台数のみ数に含め、積載物の項には
基本的に記載をしていない。ただし、その地域における観測車両の全てが積載物不明であっ
た場合は、積載物の項に不明と記載している。 
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車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 
ダンプ C-SRU: 2 
C-CR6: 2 
C-CR1: 4 
V-HCMC: 1 
V-DTC: 3 
V-HCMU: 1 
SRU: 土砂 
CR6: 土砂 
CR1: 土砂 
HCMC: パーティー用品 
DTC: 農作物・散水 
HCMU: 土砂 
平ボディ C-PNC: 4 
C-SRC: 10 
C-SRU: 2 
C-CR6: 9 
C-CR1: 5 
V-DTC: 4 
V-AH1: 1 
PNC: 建材・土砂 
SRC: 生活用品・飲料・食料品・建材 
SRU: 農作物・農工用品 
CR6: 飲料・木材・建材・土砂・廃棄物 
CR1: 建材・寝具 
DTC: 飲料 
AH1: 不明 
幌ボディ C-PNC: 1 
C-CR6: 1 
C-CR1: 2 
V-HCMC: 1 
V-DTC: 17 
V-HCMU: 8 
V-AH1: 13 
V-QL22: 4  
PNC: 生活用品 
CR6: 農作物 
CR1: 不明 
HCMC: 不明 
DTC: 農作物・農工用品・タイヤ 
HCMU: 海産物 
AH1: 不明 
QL22: 不明 
箱ボディ C-SRC: 5 
C-CR6: 1 
C-CR1: 3 
V-HCMC: 1 
V-DTC: 2 
V-HCMU: 12 
V-AH1: 9 
V-QL22: 4 
SRC: 飲料・穀物 
CR6: 不明 
CR1: 不明 
HCMC: 不明 
DTC: 不明 
HCMU: 不明 
AH1: 不明 
QL22: 不明 
箱ボディ 冷蔵車 C-SRC: 1 SRC:食料品 
箱＋トレーラー V-HCMU: 1 HCMU: 不明 
バキュームカー C-SRC: 1 SRC:廃棄物 
ゴミ収集車 C-PNC: 2 PNC:廃棄物 
表 4-2-5-4 2t トラック類における、車両・観測地域・台数と積載物一覧 
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● 観測された地域 
表 4-2-5-3 の通り、2t トラックは、カンボジア・ベトナム両国の全地域で観測された。 
このことから、2t トラックも、小型トラック同様、カンボジア・ベトナムの広い地域で輸
送車両として使われていると考えられる。 
これは、現地において、比較的狭い道や悪路であっても機動的に走行可能であること・  
小型トラックよりも多い物量を運べること・冷蔵車やバキュームかー、ゴミ収集車といっ
た小型トラックでは賄えない特殊用途にも使用可能であることなどが理由として考えられ
る。 
 
● 国別の台数の比較 
国別で台数を比較すると、カンボジアが 55 台、ベトナムが 82 台である。 
その国における、全車両中の 2t トラックの割合でみても、カンボジアが 16.3%、ベトナムが
19.8%と、カンボジアに比べてベトナムの方が少々多い結果となった。  
 カンボジア・ベトナムでの最大の違いは、カンボジアではダンプ・平ボディといった無蓋
車が主流であるのに対し、ベトナムでは幌ボディ・箱ボディといった有蓋車が主流であるこ
とである。 
 
 ● 主な積載物 
 表 4-2-5-4 より、主な積載物の面では、無蓋車において土砂・農作物・建材が多くみられ
た。また、カンボジアでは飲料・生活用品・食料品といった、日本では有蓋車を用いるよう
なものも輸送されていた。一方有蓋車においては、農産物・生活用品・飲料が多くみられた
が、積載物を観測することが難しく、積載物不明の車両も多くあった。  
 
 また、カンボジア・シェムリアップ市街地では冷蔵設備を備えた箱型トラックが見られた
他、ベトナム・ホーチミン市郊外では、小型のトレーラーをけん引する車両も見られた。 
 
 ● 積載状況・その他 
 無蓋車においては、積めるだけ高く積む車両も一部見られた。また、作業員を荷台に乗せ
ている車両も見られた。 
 有蓋車においては、輸送状態が危険と見えるものは殆ど見られなかった。しかし、カンボ
ジアの国道 6 号線ではキャブの 2 倍ほどの背高な箱ボディトラックが観測されるなど、仮に
最大積載量を超える輸送や、片荷状態となるような積載をしたとすると、輸送の危険性が出
てくると考えられる車両も見られた。 
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4-2-6. 中型トラック 
中型トラックは、主に積載量 4t～8t 程度の車両であり、ダンプ・平ボディ・平ボディユニ
ック14・幌ボディ・箱ボディ・箱ボディ冷蔵車・タンクローリー・ミキサー車・車載車の 9 小
分類が該当する。それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-6-1、表 4-2-6-2 の通りである。 
 
表 4-2-6-1 中型トラック類 観測車両例 ① 
                                                     
14 ユニックは車両積載型トラッククレーンの愛称。 
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表 4-2-6-2 中型トラック類 観測車両例 ① 
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中型トラックの車両が観測された地域や、その台数は以下の表 4-2-6-3 の通りである。 
 
表 4-2-6-3 中型トラック 地域別観測台数と車両の種類 
 
また、それぞれの車両の地域別で見た積載物は、以下の表 4-2-6-4 の通りである。 
なお、積載物不明の車両も存在したが、表中では観測台数のみ数に含め、積載物の項には
基本的に記載をしていない。ただし、その地域における観測車両の全てが積載物不明であ
った場合は、積載物の項に不明と記載している。 
 
車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 
ダンプ C-SRC: 2 
C-SRU: 4 
C-CR6: 3 
C-CR1: 1 
V-HCMU: 2 
V-AH1: 2 
SRC: 土砂 
SRU: 土砂 
CR6: 土砂 
CR1: 土砂 
HCMU: 土砂 
AH1: 石材パネル 
平ボディ C-PNC: 1 
C-SRC: 2 
C-SRU: 1 
C-CR6: 6 
C-CR1: 5 
V-AH1: 2 
PNC: 建材 
SRC: 建材 
SRU: 農作物 
CR6: 建材・木材 
CR1: 建材 
AH1: 不明 
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V-QL22: 2 QL22: 木材・建材 
平ボディユニック V-DTC: 2 
V-HCMU: 1 
V-AH1: 1 
DTC: 装飾品（看板） 
HCMU: 空車 
AH1: 不明 
幌ボディ C-CR6: 1 
C-CR1: 3 
V-DTC: 21 
V-HCMU: 12 
V-AH1: 7 
V-QL22: 10 
CR6: 不明 
CR1: 不明 
DTC: 農作物・家具 
HCMU: 不明 
AH1: 不明 
QL22: 農作物・廃棄物 
箱ボディ C-SRU: 1 
C-CR6: 5 
V-HCMC: 1 
V-DTC: 2 
V-HCMU: 2 
V-AH1: 3 
V-QL22: 2 
SRU: 空車 
CR6: 不明 
HCMC: 不明 
DTC: 不明 
HCMU: 不明 
AH1: 不明 
QL22: 不明 
箱ボディ 冷蔵車 V-HCMU: 1 
V-AH1: 1 
HCMU: 不明 
AH1: 食料品 
タンク車 C-CR1: 1 
V-HCMC: 1 
V-AH1: 1 
燃料 
ミキサー車 C-CR6: 1 
V-HCMU: 1 
V- AH1: 1 
コンクリート 
車載車 C-CR1: 1 
V-HCMU: 1  
CR1: 建機（パワーショベル） 
HCMU: 空車（バイク車載） 
表 4-2-6-4 中型トラック類における、車両・観測地域・台数と積載物一覧 
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● 観測された地域 
表 4-2-6-3 の通り、中型トラックは、カンボジア・ベトナム両国の全地域で観測された。 
一方、プノンペン市街地やホーチミン市街地では、交通政策により日中の中型トラックの
乗り入れが原則できないこともあり、観測台数は極めて少なくなった。 
 中型トラックは、2t トラックよりもさらに多い物量を運べる一方、ある程度の小回りも効
くことから、都市や地方のある程度細い道でも走行ができるメリットがあると考えられる。
また、タンク車・ミキサー車・車載車など、重量積載物に関する専門的な用途にも使用可能
である、というメリットがある。 
 
● 国別の台数の比較 
国別で台数を比較すると、カンボジアが 38 台、ベトナムが 79 台である。 
その国における、全車両中の中型トラックの割合でみても、カンボジアが 11.2%、ベトナム
が 19.1%と、カンボジアに比べてベトナムの方が２倍ほど多い結果となった。 
 ２t トラックと同じく、カンボジアではダンプ・平ボディといった無蓋車が主流であるの
に対し、ベトナムでは幌ボディ・箱ボディといった有蓋車が主流である。ベトナムにおいて
は特に幌ボディの車両が多くみられる。これは、箱ボディよりも車体価格が安価であること
や、幌を外すことで平ボディとしても使えるメリットによるものだと考えられる。  
 
 ● 主な積載物 
 表 4-2-6-4 より、主な積載物の面では、無蓋車において土砂・建材が多くみられた。一方
有蓋車においては、農産物が多くみられたが、積載物を観測することが難しく、積載物不明
の車両も多くあった。 
 
 また、ベトナム・ホーチミン郊外やアジアハイウェイ 1 号線では冷蔵設備を備えた箱型ト
ラックが見られた他、ベトナム・ドンタップ省市街地・ホーチミン市郊外・アジアハイウェ
イ 1 号線では、平ボディユニック車（小型クレーンが搭載された平ボディトラック）も見ら
れた。 
 
 ● 積載状況・その他 
 無蓋車においては、積めるだけ高く積む車両も一部見られた。また、作業員を荷台に乗せ
ている車両も見られた。 
 有蓋車においては、輸送状態が危険と見えるものは殆ど見られなかった。しかし、ベトナ
ムのドンタップ省市街地では、キャブの 2 倍ほどの背高な幌ボディトラックが観測されるな
ど、仮に最大積載量を超える輸送や、片荷状態となるような積載をしたとすると、輸送の危
険性が出てくると考えられる車両も見られた。  
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4-2-7. 大型トラック 
大型トラック類は、主に積載量 10t を超えるような大型トラックであり、ダンプ・平ボデ
ィ・平ボディユニック・幌ボディ・箱ボディ・箱ボディ冷蔵車・タンクローリー・ミキサー
車・レッカー車の 9 小分類が該当する。 
それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-7-1、表 4-2-7-2 の通りである。 
 
表 4-2-7-1 大型トラック類 観測車両例 ① 
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表 4-2-7-2 大型トラック類 観測車両例 ② 
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大型トラックの車両が観測された地域や、その台数は、以下の表 4-2-7-3 の通りである。 
 
表 4-2-7-3 大型トラック 地域別観測台数と車両の種類 
 
 
また、それぞれの車両の地域別で見た積載物は、以下の表 4-2-7-4 の通りである。 
なお、積載物不明の車両も存在したが、表中では観測台数のみ数に含め、積載物の項には
基本的に記載をしていない。ただし、その地域における観測車両の全てが積載物不明であっ
た場合は、積載物の項に不明と記載している。 
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車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 
ダンプ C-SRU: 4 
C-CR6: 1 
C-CR1: 4 
V-HCMU: 4 
V-AH1: 6 
V-QL22: 1 
SRU: 土砂 
CR6: 土砂 
CR1: 土砂 
HCMU: 土砂 
AH1: 土砂・建材 
QL22: 土砂 
平ボディ C-PNC: 1 
C-SRC: 2 
C-SRU: 2 
C-CR6: 5 
C-CR1: 2 
V-DTC: 1 
V-HCMU: 1 
V-AH1: 2 
PNC: 警察車両 
SRC: 手工業品 
SRU: 土砂・手工業品 
CR6: 穀物・木材・廃棄物 
CR1: 衣料品・手工業品 
DTC: 建材 
HCMU: 不明 
AH1: 不明 
平ボディユニック C-CR6: 1 
V-HCMU: 1 
CR6: 45ftDry コンテナ 
HCMU: 空車 
幌ボディ C-CR6: 1 
C-CR1: 1 
V-DTC: 12 
V-HCMU: 4 
V-AH1: 5 
V-QL22: 2 
CR6: 不明 
CR1: 不明 
DTC: 農作物・ビールケース 
HCMU: 食料品 
AH1: 不明 
QL22: 不明 
箱ボディ V-QL22: 1 QL22: 不明 
箱・冷蔵車 V-AH1: 1 AH1: 不明 
タンク車 C-SRC: 1 
V-DTC: 1 
V-AH1: 1 
SRC: 水（道路工事 散水） 
DTC: 燃料 
AH1: LPG ガス 
ミキサー車 C-CR6: 1 
V-AH1: 1 
コンクリート 
レッカー車 V-AH1: 1 トレーラーヘッドけん引 
 
表 4-2-7-4 大型トラック類における、車両・観測地域・台数と積載物一覧 
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● 観測された地域 
表 4-2-7-3 の通り、大型トラックは、カンボジア・ベトナム両国のほぼ全地域で観測され
たが、ベトナム・ホーチミン市街地では観測されなかった。 
これは、ホーチミン市街地の渋滞等改善のためのトラック規制によるためである。15 
 大型トラックは、中型トラックよりもさらに多い物量を運べる一方、ある程度広く空いて
いる道でなければ走行し難いというデメリットがある。市街地での台数がさほど多くないの
は、大型トラックの流入規制だけでなく、そういったデメリットによるものもあると考えら
れる。 
また、中型トラック同様、タンク車・ミキサー車・レッカー車など、重量積載物に関する
専門的な用途にも使用されている。 
 
● 国別の台数の比較 
国別で台数を比較すると、カンボジアが 26 台、ベトナムが 45 台である。 
その国における、全車両中の大型トラックの割合でみても、カンボジアが 7.7%、ベトナム
が 10.2%と、カンボジアに比べてベトナムの方が少々多いということが分かる。一方、これ
までの 2t トラック・中型トラックと比較すると、大型トラックの割合は少なくなっている。  
 
 ２t トラック・中型トラックと同じく、カンボジアでは無蓋車が主流であるのに対し、ベ
トナムでは有蓋車が主流である。しかし、2t トラック・中型トラックとは異なり、ベトナム
においてもダンプトラックが多くみられる。 
 
 ● 主な積載物 
 表 4-2-7-4 より、主な積載物の面では、無蓋車において土砂・建材が多くみられた。一方
有蓋車においては、農産物・ビールケースが観測されたが、積載物を観測することが難しく、
積載物不明の車両も多くあった。 
 特にカンボジアで観測された大型トラック平ボディは積載物のバリエーションが豊富で
あり、籠などの手工芸品、穀物、衣料品、廃棄物などを山積みにして輸送する姿も見られた。 
 また、アジアハイウェイ 1 号線では冷蔵設備を備えた箱型トラックが見られた他、カンボ
ジア国道 6 号線では海上コンテナを積載した平ボディユニック車が観測された。  
 
 ● 積載状況・その他 
 無蓋車においては、キャブの 2 倍を超える様な、積めるだけ高く積む車両も一部見られた。
また、作業員を荷台に乗せている車両も見られた。  
 有蓋車においては、輸送状態が危険と見えるものは殆ど見られなかった。  
                                                     
15 詳細は本論 3 章 3 項 1『ホーチミン市街地』項を参照 
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 4-2-8.  トレーラートラック 
トレーラートラック類は、大型のセミトレーラートラックであり、平ボディ・幌ボディ・
箱ボディ・平シャシー・20ft ドライコンテナ・20ft ドライコンテナ２個積み・40ft ドライコ
ンテナ・40ft リーファーコンテナ・45ft オープンコンテナの 10 小分類が該当する。 
それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-8-1、表 4-2-8-2 の通りである。 
 
 
表 4-2-8-1 トレーラートラック類 観測車両例 ① 
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表 4-2-8-2 トレーラートラック類 観測車両例 ② 
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トレーラートラックの車両が観測された地域や、その台数は以下の表 4-2-8-3 の通りであ
る。 
 
 
表 4-2-８-3 牛車・トラクター類 地域別観測台数と車両の種類 
 
 
また、それぞれの車両の地域別で見た積載物は、以下の表 4-2-8-4 の通りである。 
なお、積載物不明の車両も存在したが、表中では観測台数のみ数に含め、積載物の項には
基本的に記載をしていない。ただし、その地域における観測車両の全てが積載物不明であっ
た場合は、積載物の項に不明と記載している。 
 
 
車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 
平ボディ C-CR6: 1 
C-CR1: 1 
V-AH1: 2 
CR6: 不明 
CR1: 空車 
AH1: 建材 
幌ボディ C-CR6: 1 
C-CR1: 1 
V-DTC: 1 
V-QL22: 2 
CR6: 不明 
CR1: 空車 
DTC: 不明 
QL22: 不明 
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箱ボディ V-QL22: 1 QL22: 不明 
タンク車 C-SRC: 1 
C-CR6: 1  
V-HCMU: 2 
V-AH1: 3 
燃料 
 
海上 20ft Dry C-SRC: 1 
C-CR1: 3 
V-HCMC: 1 
V-DTC: 2 
V-HCMU: 4 
V-AH1: 17 
V-QL22: 5 
海上コンテナ 
海上 20ft Dry2 個積み C-CR1: 2 
V-HCMU: 5 
V-AH1: 6 
V-QL22: 1 
海上コンテナ 
海上 40ft Dry C-CR6: 2 
C-CR1: 25 
V-DTC: 3 
V-HCMU: 8 
V-AH1: 35 
V-QL22: 11 
海上コンテナ 
海上 40ft 冷凍冷蔵 V-DTC: 1 
V-AH1: 3 
海上コンテナ 
海上改造 45ft 国内向 V-DTC: 1 オープンコンテナ 
空シャシー C-SRU: 1 
C-CR1: 1 
V-DTC: 1 
V-AH1: 6 
V-QL22: 1 
空車 
 
表 4-2-8-4 トレーラートラック類における車両・観測地域・台数と積載物一覧 
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● 観測された地域 
表 4-2-8-3 の通り、トレーラートラックは、カンボジア・ベトナム両国のほぼ全地域で観
測された。しかし、市街地や郊外では数が少なく、幹線道路で数が多いという特徴が見られ
た。 
これは、市街地の渋滞等改善のためのトラック規制によるため16と、道路規格の要因・物
流量の要因が関係していると考えらえる。 
 トレーラートラックは車長が長いため、渋滞しており、隙間があればバイクや他の車が入
ってきてしまうような市街地での走行は困難を極める。また、郊外の細い道や未舗装路等に
おいては、曲がれない・スタックしてしまうなどの理由から、やはり走行は困難である。  
また、トレーラートラックは積載可能量が多いため、輸送量が一定以上あるような、港か
ら工場、工場から消費地などの地域に自ずと利用が限られてくると考えられ、外資系工場や
主要港が固まっている傾向にある新興国では、それらを結ぶ道はトレーラートラックが多く、
そうでなければあまり見られないということも考えらえる。  
 
● 国別の台数の比較 
国別で台数を比較すると、カンボジアが 41 台、ベトナムが 122 台である。 
その国における、全車両中の大型トラックの割合でみても、カンボジアが 12.1%、ベトナ
ムが 29.5%と、カンボジアに比べてベトナムの方が 2 倍ほど多いということが分かる。 
 また、車両の小分類で見ても、カンボジアでは平ボディや幌ボディといった車両が一定数
見られるが、ベトナムでは殆どが海上コンテナかタンク車での輸送である。  
このことから、ベトナムの方が海上コンテナを用いた国際一貫輸送がより浸透していると
考えらえる。 
 
 ● 主な積載物 
 表 4-2-8-4 より、トレーラートラックの積載物の殆どは海上コンテナである  
 40ft ドライコンテナはカンボジア・ベトナム両国で同じような割合で観測されたが、20ft
コンテナの利用はベトナムの方が盛んであり、また、冷凍冷蔵コンテナはベトナムのみでの
観測であった。 
 
 ● 積載状況・その他 
 外見から、危険と思われるような無理な輸送をしている様子は見られなかった。  
一方、カンボジアでもベトナムでも、大河を渡る橋などの勾配の急な坂道において、トラク
ターの出力不足が目立っていた。上り坂において、排気管から黒煙を多く出し全力と思われ
る様子であるにもかかわらず、20km/h ほどでしか上がれないようなトレーラートラックも
少なくなく、渋滞の原因となっていた。 
  
                                                     
16 詳細は本論 3 章 3 項 1『ホーチミン市街地』項を参照 
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4-2-9. 貨客混載車両 
貨客混載車両類は、旅客輸送も行うトラックや、貨物輸送も行うバス・大型タクシーであ
り、トラクター＋荷台・トゥクトゥク・大型３輪トラック・軽トラック平ボディ・2t トラッ
ク平ボディ・ワゴン・マイクロバス・中型バス・大型バスの 9 小分類が該当する。 
それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-9-1、表 4-2-9-2 の通りである。 
 
表 4-2-9-1 貨客混載車両類 観測車両例 ① 
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表 4-2-9-2 貨客混載車両類 観測車両例 ② 
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貨客混載車両が観測された地域や、その台数は以下の表 4-2-9-3 の通りである。 
 
 
表 4-2-9-3 貨客混載車両 地域別観測台数と車両の種類 
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また、それぞれの車両の地域別で見た積載物は、以下の表 4-2-9-4 の通りである。 
なお、積載物不明の車両も存在したが、表中では観測台数のみ数に含め、積載物の項には
記載をしていない。 
 
車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 
トラクター 
＋荷台 
C-SRU: 4 SRU: 人 
トゥクトゥク C-SRC: 1 SRC: 生活用品 
大型 3 輪 
トラック 
C-SRC: 2 SRC: 生活用品・食料品・穀物 
軽トラック 
平ボディ 
C-CR1: 8 
V-HCMC: 1 
CR1: 人 
HCMC: 人（市営バス） 
2t トラック 
平ボディ 
C-PNC: 1 
C-CR6: 1 
C-CR1: 3 
V-HCMC: 1 
PNC: 人 
CR6: 人 
CR1: 人 
HCMC: 人（軍用車） 
ワゴン C-SRC: 4 
C-SRU: 4 
C-CR6: 4 
C-CR1: 2 
SRC: 生活用品・衣料品・穀物・自転車・バイク  
SRU: 生活用品・飲料・食材 
CR6: 生活用品・寝具・バイク・トラクター  
CR1: 生活用品・自転車・農工用品・農作物  
マイクロバス C-PNC: 1 PNC: 衣料・寝具・生活用品・食料品  
中型バス V-HCMC: 1 HCMC: バイク（市バス車内） 
大型バス C-SRC: 2 
C-CR1: 1 
V-HCMC: 1 
SRC: 生活用品・食料品・手工業品・バイク 
CR1: 生活用品 
HCMC: 食料品・生活用品・建材 
 
表 4-2-9-4 貨客混載車両における車両・観測地域・台数と積載物一覧 
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● 観測された地域 
表 4-2-9-3 の通り、貨客混載車両は圧倒的にカンボジアで多く、ベトナムではホーチミン
市街地を除いて観測されなかった。 
カンボジアでは、トラックでの輸送がない休眠期間にバス代わりとして使うことが広く行
われているほか、積載物量・旅客輸送量が比較的少ないと思われる農村等への移動手段およ
び輸送手段として、貨客混載車両が定期的に走っているようである。  
また、カンボジア―ベトナムや、カンボジア内の各都市を結ぶ長距離バスにおいては、荷
物室や空席・通路等を利用して、全区間ならびに一部区間のみの荷物輸送も行っていた。  
 
● 国別の台数の比較 
国別で台数を比較すると、カンボジアが 38 台、ベトナムが 4 台であり、圧倒的にカンボ
ジアが多い。また、ベトナムではホーチミン市街地以外での貨客混載車両は観測されなかっ
た。 
ベトナムでは都市の市内や、比較的近距離な都市間においてもバスが一般的な輸送手段と
して存在しているが、カンボジアでは、近距離バス輸送はプノンペン以外では殆どないよう
である。そのため、近距離の都市間を結ぶのはワゴンやトラックを用いた乗合タクシーであ
り、旅客以外に様々な荷物をオプション料金で運ぶことが運転士の収入に繋がっているよう
である。庶民向けの近距離バスが存在しないことから、カンボジアでは貨客混載車両による
旅客輸送が一般的になっており、そのために貨客混載車両を多く見ると考えらえる。  
 
 ● 主な積載物 
 人を除いた積載物の例としては、生活用品・食料品・衣料品・穀物・原付バイクなど、生
活に関するありとあらゆるものである。 
 
 ● 積載状況・その他 
 トラックにおいては、荷室に椅子があり、合間に荷物を載せている車両が多くみられた。
個人の荷物以外に、地方への配送物も一緒に積んでいると考えられる。また、工場や学校の
送迎だと思われるが、荷台にびっしりと人が立ち乗りしている車両を見ることもあった。 
 ワゴンにおいては、後方の荷室に、荷室延長のための棚等を追加で設置し、後方にはみ出
した状態で走るものや、屋根上に乗せて走るものもあった。  
 バスにおいては、座席下の荷室への積載を主としているが、入りきらない場合は空席や通
路上、屋根上に積載されていた。また、ベトナム・ホーチミン市からカンボジア・プノンペ
ン市への 2 階建て夜行国際バスにおいては、1 階が完全に荷室として利用されており、外観
はバスであるが、荷室スペースの方が広くなっていた。 
カンボジアの都市間バスでは原付バイクも輸送していたが、原付バスをバスの荷室に横倒
しして乗せる場合、ガソリンはスポイトでタンクから抜き出していた。また、変わりどころ
だと荷室内いっぱいに観葉植物を輸送している都市間バスも目にすることがあった。  
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５章 今後の車両動向の考察 
5-1. 考察の方法 
 4 章では、車両分類別に、観測された地域や台数、積載物を明らかにした。その中で、カ
ンボジア・ベトナムでは大きく以下のＡからＤのような違いが表れていた。 
 
Ａ）人力・自転車類は、カンボジアの方がベトナムよりも広範囲で観測された。  
Ｂ）バイク類において、カンボジアでは荷車を牽いている姿が多くみられ、重い荷物を  
載せて無理に輸送していることもあったが、ベトナムでは荷車のない単車での輸送が  
多かった。 
Ｃ）小型トラックでは、カンボジアでのみ、ピックアップや乗用車のトランクでの輸送が  
見られた。 
Ｄ）2t トラックから大型トラックまで、概してカンボジアでは無蓋車両が多く、 
ベトナムでは有蓋車両が多い。 
 
本論で研究対象にしたカンボジア・ベトナム南部の両地域は、2 章でも述べた通り、地理・
気候・文化等が酷似しており、異なっているのは経済格差やそれに伴う産業構造である。ポ
スト中国・タイとして既に外資系企業が多数進出してきており、高等教育を受けた人も多い
ベトナムと、繊維産業等が徐々に立地を開始し、高等教育を受けた人が少ないカンボジアと
では、現在のところ経済面での格差がみられる。しかし、カンボジアでも、教育を受けた人々
が増加し、インフラ整備も整ってきたことがあり、徐々に発展への軌道に乗ろうとしている。 
 
地理・気候・文化等の地域的な特性が酷似しているということから、カンボジアにおいて
今後経済発展が進行したときに、カンボジア各地域の様子が現在のベトナムの各地域の様子
に似てくる可能性は大いにある。 
 
そこで、5 章では、カンボジアとベトナム南部の輸送車両の割合を地域ごとに比較し、将
来的なカンボジアの各地域の輸送車両の様子を、現在のベトナムの類似地域の輸送車両の様
子から検討していく。 
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5-2. 各地域での輸送車両割合比較と、将来的な車両動向の考察 
5-2-1. 市街地地域における輸送車両の動向 
  
  
 
図 5-2-1-1. カンボジア・ベトナムの各都市における輸送車両割合 
 
図 5-2-1-1 の上段はカンボジア、下段はベトナム南部の各都市における輸送車両割合を示
している。また、左列は各国の経済の中心都市、右列は地方都市である。 
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☆プノンペン市街地とホーチミン市街地 
両地域とも、国内における経済的な最大都市であり、交通量も多い。  
そのため、他の地域には見られない特徴として、後述の通り輸送車両に関する車両規制が
存在する。 
なお、プノンペン市街地の車両観測数は 29 台、ホーチミン市街地は 45 台である。従って、
台数での単純比較はできないため、車両割合で比較を行っていく。  
 
●プノンペン市街地とホーチミン市街地における車両割合の類似点  
 ・人力・自転車類の車両割合が他地域と比較し、高い傾向。 
・バイク類の割合が約半数 
 ・中型トラック以上の大きさのトラックの割合が低い。 
 
 人力・自転車類やバイクが好まれる背景としては、渋滞に巻き込まれにくいことや、駐車
場を探すことなく自由に車両を停車させられること、後述の通り交通規制がないことなどが
あると考えられる。 
 
●プノンペン市街地と、ホーチミン市街地における車両割合の相違点  
プノンペン市街地とホーチミン市街地における輸送車両で、各地域における各車両の割
合の差が 10%を超える様な大きな違いが表れているものは、バイク類(差：約 12%)、2t ト
ラック（差：約 17％）である。 
 
●交通状況と車両規制 
プノンペン市街地と比べ、ホーチミン市街地はバイク・自動車等の車両台数が圧倒的に  
多くなっている。 
プノンペン市街地中心部では昼間の大型トラックの走行が禁止されている。 
また、ホーチミン市街地では、積載前の車両重量 2.5t 以上、あるいは、車両総重量が 5t 以
上の重貨物車両は 6 時から 24 時の通行が一部の道路を除いて原則不可となっており、それ
以下の軽貨物車両についても、6 時から 8 時、16 時から 20 時は通行が原則不可となってい
る。17 18 
観測された車両割合を見ると、これを裏付けるように、プノンペンでは中型トラック以上
の割合が少なく、トレーラートラックは観測されていない。また、ホーチミン市街地におい
ては小型トラックや 2t トラックが一定量見られたものの、2t を超えるトラックの割合が低
く、大型トラックは観測されていない。 
  
                                                     
17 ベトナムニュース  The Watch『ホーチミン市、貨物車の進入禁止路拡大へ』  [TOHO CO., LTD, 2010]参照 
18 VIETJO ベトナムニュース『ホーチミン：新たに複数の区間でトラックの通行が禁止へ』  [ Viet Economic 
Research & Advisory Corp, 2011]参照 
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●バイクの割合が多い理由 
 ホーチミン市での移動時間を考えると、渋滞で進まない自動車よりも、合間を縫い、裏道
走行が可能で、逆走や歩道走行もある程度許されているバイクに大きな理がある。そのため、
ホーチミン市ではバイクによる物流が盛んにおこなわれていると考えられる。 
 
 既に現在、渋滞の深刻さや走行している車両の台数には大きな違いがあるものの、プノン
ペンでも自動車とバイクの関係性はホーチミン市と似たような部分がある。  
 
◎今後の輸送車両動向の考察 
 以上より、ホーチミン市街地とプノンペン市街地を比較した結果、プノンペン市街地では
今後、以下のような車両動向の可能性があると考えられる。 
１． 更なる渋滞と交通規制の強化 
所得上昇に伴い、自動車が増加し続けていくとすると、今後、プノンペンでは更
なる渋滞が発生する可能性が高く、その対策として、特に中型以上のトラックに対
し、より厳しい通行規制が施行される可能性も高い。 
その結果、中型トラック以上の大型車両が減少し、速達性や利便性に優れたバイ
クやトゥクトゥクなどを用いた小型の物流車両の割合が増加していくと考えられる。 
また、車両規制が厳しくなることで、小型の物流車両の一部として、ピックアッ
プトラックや乗用車・ワゴンを用いた輸送なども今後増加していく可能性がある。  
 
２． 物流の高度化 
現在、シェムリアップ市街地では、魚介類など日本では冷凍・冷蔵輸送されるよ
うなものも、バイク等で直射日光を浴びながら輸送されていることがある。  
 将来的には、冷凍冷蔵輸送の需要が高まっていくと考えられ、バイク等で輸送さ
れていたものが、今後、冷凍冷蔵機能のある小型トラックや 2t トラック程度の車両
に変わっていくと考えられ、ゆえに 2t トラックまでの小型トラックの割合は増加し
ていくと考えらえる。 
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☆シェムリアップ市街地とドンタップ省市街地 
 シェムリアップ市街地と、ドンタップ省市街地は、カンボジア・ベトナムにおける地方都
市である。 
 各地域の主力産業は、それぞれシェムリアップ市街地は観光産業・手工業・農業、ドンタ
ップ省市街地は農業である。一方、市街地は住宅・オフィス・商店などが広がっている。 
各地域の市場には、近隣から農作物等が運び込まれる。近隣地域から買い出しに来た人々が
商品を購入したり、遠隔地へ売りに行ったりする姿も見て取れた。 
シェムリアップ市街地と比べ、ドンタップ市街地は舗装道路の整備が進んでおり、かつ、
3 章で紹介した通り、農業を中心に輸出が盛んにおこなわれるなど、地域産業の規模やそれ
に伴う輸送量も異なっている。 
 
●シェムリアップ市街地と、ドンタップ省市街地における、車両割合の類似点 
 ・小型トラックの割合が 10％程度である。 
 ・2t トラックの割合が高い。 
 これらの理由として考えらえることは、市街地には住宅街や商店が多数あり、その配送・
配達車両として、比較的小型の輸送車両が選ばれているということが挙げられる。 
 
●シェムリアップ市街地と、ドンタップ省市街地における、車両割合の相違点 
シェムリアップ市街地とドンタップ省市街地における輸送車両で、各地域における各車両
の割合の差が 10%を超える様な大きな違いが表れているものは、バイク類（差：約 30％）、
中型トラック（差：約 22％）、大型トラック（差：約 10％）である。 
 
また、シェムリアップ市街地では、バイクが荷車を牽くタイプの輸送車両の割合が非常に
高い。その多くは荷物満載で、中には荷物が重すぎて加速のたびにウィリーするような車両
もあった。こういった光景をドンタップ省で見ることはなく、重量物や量が多い荷物に関し
て、ベトナムであればトラックで輸送をしていると考えらえる。  
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◎今後の輸送車両動向の考察 
 以上より、ドンタップ省市街地とシェムリアップ市街地を比較した結果、シェムリアップ
市街地では今後、以下のような車両動向の可能性があると考えられる。 
 
１．経済発展と輸送車両の高度化 
地域の経済発展が進むことで、重量物や量が多い荷物に関して、バイク類からトラック
への輸送の転換が行われると考えらえる。 
また、経済発展に伴う輸送量の増加は、トラックの大型化を促すと考えられる。  
そして、輸送量が増えることで、企業や地域の経済的発展がさらに進むと、現在は安価
で自由度の高い無蓋車両が主流であるが、輸送品質が高い幌ボディや箱ボディの車両が増
加していくと考えられる。 
 
 ２．交通渋滞・交通規制と輸送車両 
  現在のところ、両地域における輸送車両の通行規制は、基本的に無いようである。 
  しかし、今後車両が増加することで渋滞が激しくなっていけば、ホーチミン市街地のよ
うに、バイク類での輸送の割合が増えていくことも考えられる。  
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5-2-2. 郊外地域における輸送車両の動向 
 
 
 
 
図 5-2-2-1. カンボジア・ベトナムの各都市における輸送車両割合 
 
図 5-2-2-1 の上段はカンボジア・シェムリアップ郊外、下段はベトナム・ホーチミン市郊
外における輸送車両割合を示している。 
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☆シェムリアップ郊外とホーチミン市郊外 
 シェムリアップ郊外は農村や小さな集落が広がる地域であり、ホーチミン市郊外は住宅地
やそれに伴う商業地・工業地が広がる地域である。 
 
シェムリアップには鉄道がないため、物流の多くが陸上輸送される。また、シェムリアッ
プ国際空港での貨物輸送も少々あるほか、雨季のみトンレサップ湖からメコン川を通りプノ
ンペン方面へ舟運が使われることもある。 
シェムリアップ郊外には、メコン地域最大の湖であるトンレサップ湖や、かつての貯水池
の遺跡である西バライなどがあり、魚介類の輸送も比較的多くみられる。一方、タイやベト
ナムからの輸入製品は多くあるものの、輸出されるような産業はあまり多くないため、国際
貨物は比較的少ないと考えられる。 
 
 一方、ホーチミン市郊外には、ベトナムを南北に縦断する鉄道の終着駅（サイゴン駅）が
あるほか、ホーチミン港を中心とした海運港や、タンソンニャット国際空港もある。港には
鉄道がないため、一部はバージ等を用いた内航で運ばれるものの、多くは陸上輸送されてい
るようである。 
 ホーチミン市郊外には、大小様々な工業地帯もあり、日系メーカーをはじめ、外資系企業
の工場も複数存在する。よって、国際貨物の量も多いと考えらえる。  
輸送車両の割合を見ても、シェムリアップ郊外では、牛車トラクター・バイクといった、
比較的近距離輸送に多く用いられる車両が過半数を占めている一方、ホーチミン市郊外では
2t トラックからトレーラートラックまで、高速運転が可能であり、長距離輸送も行える車両
が多くなっており、地域の特性に対し、輸送車両も大きく影響されていることを裏付けてい
ると言える。 
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●シェムリアップ郊外とホーチミン郊外における、輸送車両割合の類似点 
 輸送車両割合が近いものは小型トラックのみであり、殆ど類似点が存在しない。  
 これは、域内での近距離輸送が多いシェムリアップ郊外と、輸出入貨物が通過するホーチ
ミン郊外との土地の違いが大きく関係していると考えられる。 
 
 
●シェムリアップ郊外とホーチミン市郊外における、輸送車両割合の相違点  
シェムリアップ郊外とホーチミン市郊外における輸送車両で、各地域における各車両の割
合の差が 10%を超える様な大きな違いが表れているものは、牛車・トラクター(差：約 32%)、
バイク（差：約 19％）、2t トラック（差：約 22%）、中型トラック（差：約 16%）、トレーラ
ートラック（差：約 22%）、貨客混載車両（差：約 10%）である。 
 
ベトナム各地域で牛車を見ることはなかったが、シェムリアップ郊外では日常的に牛車が
使用されていた。 
また、ベトナム各地域では、トラクターと荷車を利用した車両はまれに見られるだけであ
ったが、シェムリアップ郊外の農村では、むしろトラクターと荷車が主力車両である地域も
あった。 
現在、シェムリアップ郊外の村では、ほとんどの家庭が自家用に稲作を行っている。しか
し、今後、教育を受けられるようになった村々の人々が、何らかの所得を得る手段を得れば、
村のほぼ全員が自家農家をやっている現在の様子から、商業農家とその他の仕事をする家庭
とに分業が進むと考えられる。 
 
また、シェムリアップ郊外では 2t トラックや中型トラック、トレーラートラックの観測割
合が、ホーチミン市郊外と比較すると非常に低いことが分かる。  
シェムリアップ郊外では、主要道路は多くが舗装されており、手工業品や土砂を大型トラ
ックで輸送する光景も日常的に見られる。しかし、中間域のトラックや、トレーラートラッ
クを用いて日々大量生産・大量輸送を行うような産業はなく、その結果がトラックの観測割
合が少ない一因であると考えられる。 
カンボジアの郊外に工業が立地しにくい理由は、電気・水道等のインフラ整備が遅れてい
ることや、仕事に従事できるような教育を受けた人材が少ないことなどがある。しかし、イ
ンフラ整備も徐々に広がりを見せており、小学校が出来たことで若い世代の識字率は劇的に
向上している。そのため、今後は工場や大規模農園等の立地が進む可能性もある。  
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●今後の輸送車両動向の考察 
3 章に記した通り、シェムリアップ郊外では農村が広がっている一方、ホーチミン市郊外
では、住宅地などが広域に広がっているため、単純な比較は難しい。  
一方で、地域の発展という面では共通することも多くあるため、長期視点での比較として
は、以下のようなことが考えられる。 
 
１． 自給自足型社会から資本経済社会へ 
シェムリアップ郊外においても、教育の浸透やインフラ整備が進むことで、現在の自
給自足型の生活から分業と資本経済の浸透が進んでいくことが考えられる。 
農村において、まず牛車はトラクターに代わる。現に、実測で街を見ていた印象から
は、農村のなかでも電気が通り、比較的豊かな地域では牛車はあまり見られず、トラク
ターを持つ家庭が多くなっていた。 
そして、地域の経済発展と、教育の進展により、人々の就く職業がバラエティーに富
むようになると、自給自足型の農家は商業農家になっていくことが考えらえる。 
商業農家になり豊かになり、かつ遠方への出荷等が増えていけば、現在のトラクター
と荷車による輸送から、より高速で量を運ぶことが出来る、小型トラックに代わってい
くと考えられる。 
 
２． 工業の進出 
教育の浸透による人的資源の増加と、電気水道等のインフラ整備が進んでいくことで、
安価な土地・資源・労働力を求めて工業や大規模農業等が移転するようになると仮定す
る。 
工場の移転は、大量・定期・長距離の輸送需要が増えていくことを意味する。これに
よって、隣村程度の短距離であればトラクターやバイク・貨客混載車両でも問題ないが、
大量の荷物を長距離運ぶためにはトラックが必要となる。 
そのため、2t トラックからトレーラートラックまで、需要に合わせて多様なトラック
がみられるようになると考えられる。 
 
３． 職業の分業と、生活スタイルの変化 
自給自足型の生活から、資本経済型の社会に変化していくと、それまでは自給してい
たものを購入するようになるため、物の売買がより多く発生するようになる。その結果、
商業も盛んになる。 
そのため、バイクを用いた小規模商業や、配送などの近距離輸送のために、バイクを
用いた輸送の割合も増加していくと考えらえる。 
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5-2-3. 幹線道路における輸送車両の動向 
  
  
 
図 5-2-3-1 カンボジア・ベトナムの幹線道路における輸送車両割合 
図 5-2-3-1 の上段はカンボジア、下段はベトナム南部における、各幹線道路の輸送車両割
合を示している。また、左列は国内を通る国道、右列はカンボジア・ベトナム国境を含む主
要国道である。 
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☆カンボジア国道 6 号線と、ベトナム・アジアハイウェイ 1 号線 
 国道 6 号線とアジアハイウェイ 1 号線は、カンボジア・ベトナム地域における幹線道路で
ある。 
 
国道６号線地域は、3 章の通り、国道 6 号線のプノンペン―シェムリアップ間と、トンレ
サップ湖東端の地方都市、コンポン・タマから 71 号線・国道 7 号線・72 号線を経て、ベト
ナムとの国境（トラピアンプロン国境）までの道中で観測した車両を範囲としてきた。  
この道路は、主に大都市と中小都市を結ぶ幹線である。 
沿線に大規模な工業地域等もなく、多くの郊外地域においては農業や林業が中心産業であ
り、輸送物もそういったものが多い。 
基本的に片側 1 車線だが、市街地を除いては殆ど渋滞することもなく、交通量はあまり多
くないと言える。 
 
対してアジアハイウェイ 1 号線は、ベトナム最大の経済都市・ホーチミン市と、中部のダ
ナンや、北部の首都ハノイ、さらには中国やラオスといった隣国への主要陸上ルートの 1 つ
である。 
沿線にはコンテナのドライポートや倉庫、外資系工場等が多く存在する。また、大型車両
は、殆どの時間帯においてホーチミン市内を走行できないため、郊外への迂回等の目的から
大型車両が走行している可能性もある。 
 
●国道 6 号線とアジアハイウェイ 1 号線における、車両割合の類似点。 
輸送車両割合が近いものは 2t トラックのみであり、殆ど類似点が存在しない。 
 これは、域内での輸送が多い国道 6 号線と、輸出入貨物が多く通過するアジアハイウェイ
1 号線との土地の違いが大きく関係していると考えられる。 
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●国道 6 号線とアジアハイウェイ 1 号線における、車両割合の相違点。 
国道 6 号線とアジアハイウェイ 1 号線における輸送車両で、各地域における各車両の割合
の差が 10%を超える様な大きな違いが表れているものは、バイク類(差：約 16%)、トレーラ
ートラック（差：約 44％）である。 
国道 6 号線は、そのほとんどが片側 1 車線であり、途中未舗装路がある区間もある。一方、
アジアハイウェイ 1 号線は、片側 3～4 車線でバイクレーンと自動車レーンに分けられてい
るなど道の規格が大きく異なっている。 
沿線に関しても、アジアハイウェイ 1 号線の周辺には外資系工場や大規模物流施設等が立
地しているが、国道 6 号線において、ベトナムと肩を並べるような施設は今のところ少ない。 
 
一方、道路の改良工事は少しずつ進捗している。現在、プノンペンからタイ方面への輸送
はトンレサップ湖の南岸を走る国道 5 号線がメインルートであるが、沿線都市の大きさは国
道 6 号線沿いの方が小さく、ゆえに渋滞も少ないため、今後、国道 6 号線もバイパスとして
利用される可能性が高い。 
さらに、タイ・ラオスからベトナムのホーチミン市・ダナン等へ輸送することを考えた際
に、国道 6 号線・7 号線・72 号線等を走った方が、国道 5 号線やプノンペン市を経由するよ
りも距離も時間も短くなる。そのため、今後、メコン地域での多国間物流がより浸透してく
れば、国道 6 号線を利用する物流車両が増加すると考えられる。 
 
◎今後の輸送車両動向の考察 
１．道路の高度化と輸送車両の高度化 
現在、カンボジアの人々の多くは自動車やトラックを持たないため、ある程度多い物量
でもバイク類での輸送を行っている。 
しかし、今後幹線道路を中心に道路が高度化していくと、現在よりも自動車等とバイク
類との速度差は開いてくる。よって、より高速で早く安定的に輸送可能なトラックに、一
定量は徐々にシフトしていくことが考えらえる。 
 
２．土地の開発と輸送車両の変化 
シェムリアップ郊外と同じように、教育の浸透やインフラ整備が進むことで、安価な土
地・資源・労働力を求めて工業や大規模農業等が移転し、将来的には大量・定期・長距離
の輸送需要が増えていくと考えられる。そのため、大量の荷物を長距離運ぶため、2t トラ
ックからトレーラートラックまで、需要に合わせて多様なトラックが見られるようになる
と考えられる。 
 
 ３．国道 6 号線の多国間輸送増加 
カンボジアを通過する多国間輸送がより一般化した際には、国道 6 号線が注目されるよ
うになると考えられるため、海上コンテナ等、トレーラートラックの輸送も増加していく
と考えられる。 
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☆ カンボジア国道 1 号線と、ベトナム国道 22 号線 
国道 1 号線はプノンペンからベトナム国境（バベット）へ向かう、最主要国道である。  
沿線には農業地域が多いが、一部工場が立地している地域もある。  
また、国道 22 号線は、ホーチミン市からカンボジアへ向かう主要国道である。途中、タ
イニンでモックバイ・バベット国境へ向かう QL22 と、サマット・トラピアンプロン国境へ
向かう QL22B とに分岐する。 
 
国道 1 号線は、そのほとんどが片側 1 車線であり、途中工事区間では未舗装路があり、一
部区間では渋滞も激しい。 
一方、国道 1 号線でも、2015 年につばさ橋が開業したことで最大のボトルネックであっ
た渡し舟区間が廃止され、また、プノンペン近郊等では、渋滞緩和のための道路拡張工事が
進んでいる。これらの道路インフラの改善により、輸送時間の短縮や輸送品質の向上が見込
まれており、今後はタイ・カンボジア・ラオス・ベトナム等での多国間陸上物流がより盛ん
になると考えられる。 
 
国道 22 号線は、国道 22 号線は、片側 2 車線の区間が多く、バイクレーンと自動車レーンに
分けられているなど道の規格が異なっている。 
沿線には住宅地や商業地が多く、一部工業地帯や、農業地域もある。 
 ホーチミン市からモックバイ・バベット国境を経てプノンペンへ向かう本ルートは、アジ
アハイウェイ 1 号線に指定されているほか、南部経済回廊の一部でもある。  
 
● カンボジア国道 1 号線と、ベトナム国道 22 号線での類似点 
 両地域に共通することは、国境超える国際物流路であり、沿線に工業地帯が存在すること
である。 
 地域が類似しているため、車両割合から見てもある程度類似の結果が表れていると考えら
れる。 
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● カンボジア国道 1 号線と、ベトナム国道 22 号線での相違点 
国道 1 号線と国道 22 号線における輸送車両で、各地域における各車両の割合の差が 10%
を超える様な大きな違いが表れているもののは、貨客混載車両（差：約 15％）のみであった。
しかし、他の車両の割合差は 4%以内に収まっている一方、中型トラックの差が 9%と少々大
きく表れた。 
 
 
◎ 今後の輸送車両動向の考察 
１．道路の高度化と輸送車両の高度化 
 国道 6 号線と同様、今後幹線道路を中心に道路が高度化していくことで、より高速
で早く安定的に輸送可能なトラックに一定量が徐々にシフトしていくことが考えら
れる。 
その結果、バイク類や小型トラックが減少し、2t トラック以上のトラックに一定量
がシフトていくことが考えられる。 
また、こちらも国道 6 号線と同様、カンボジアを通過する多国間輸送がより一般化
するにつれて、海上コンテナ等、トレーラートラックの輸送も増加していくと考えら
れる。 
 
 ２．貨客混載車両の変化 
 貨客混載車両に関して、国道 6 号線と国道 22 号線では大きな差が見られる。 
この差も徐々に狭まると考えられる。 
ベトナムでは近距離から長距離まで様々なバス路線が走っている一方、カンボジア
では近距離・中距離の路線バスは存在せず、ワゴンタクシーか、長距離バスに区間乗
車することが一般的である。 
現状、カンボジアの地方では自給自足型社会であるためよほどの理由が無ければ近
隣の街ですら行くことが無いという人も多い。19 しかし、徐々に教育を受けた層が
街へ通勤・通学するようになってきており、そうした変化から、現在のワゴンタクシ
ー等では需要を賄いきれなくなる日もいずれ訪れると考えられる。そのため、カンボ
ジアでも徐々に近・中距離の路線バスが開業していくと考えられる。  
 貨客混載輸送が無くなることはないと考えられるが、人や物の輸送量が増加してく
れば、人・物の輸送をそれぞれ専業で行うことが可能になっていくと考えられ、結果
的に物はトラックへ、人はバスへと分化していくことで、混載輸送の割合は現在より
も低くなっていくと考えられる。 
  
                                                     
19 筆者のカンボジア農村での調査による。本論 3 章 2 項 3 シェムリアップ郊外を参照。 
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5-3. 輸送車両の動向のまとめ 
 
 
 
 
図 5-3-1. カンボジア・ベトナムの各都市における輸送車両割合 
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 5 章 2 項では、それぞれの地域において、ベトナムを今後のカンボジアの姿と仮定し、今
後の車両動向を考察してきた。それらを大きくまとめると、以下の通りである。 
 
・ 都市部市街地では、交通量増加に伴い、中型以上のトラックは規制により走行量が
減少し、小型トラックやバイクが増加していく。 
・ 地方都市市街地では、バイクからトラックへの輸送の転換が進み、トラックも大型
化していく。 
・ 郊外では、牛車はトラクターに代わり、さらに豊かになれば、より高速で量を運ぶ
ことが出来るトラックに変化していく。 
・ 郊外では、大量の荷物を長距離運べるように、2t トラックからトレーラートラック
まで、需要に合わせて多様なトラックが利用されるようになる。 
・ 幹線道路では、道路の高度化によりバイク類や小型トラックから、高速輸送が可能
な 2t 以上のトラックに一定量が徐々に変化していく。 
・ 貨客混載車両は無くなることはないものの、輸送人員・積載物が増加することで分
業が進む。また、近・中距離でも、バス等の代替輸送手段が表れる。  
・ トラックでは、メジャーが無蓋車両から有蓋車両にシフトしていく。  
 
図 5-3-1 の上段はカンボジア全体、下段はベトナム全体における輸送車両の割合を示して
いる。 
こちらを見ても、カンボジアでは牛車・トラクター類、バイク類、小型トラックといった
低速輸送車両の割合が多く、2t トラック以上のトラックの割合が少ないことが分かる。 
しかしながら、こちららも道路の高度化と地域の経済発展に伴い、徐々にベトナムの割合
に近づいていくことが考えられる。 
ただし、貨客混載車両については、法律が変更になるか、バス等代替の手段が表れるまで
は既存利用者の受け皿がないため、大きな変化は無いかと考えられる。しかし、長い目で見
れば、旅客と積載物の増加により、やはり貨客混載車両の割合は徐々に低下していくことが
考えられる。 
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6 章 域内での物流における、輸送車両障壁の考察 
6-1 輸送車両障壁の狙いと考え方 
本章では、地域別の輸送車両割合を比較することで、ある車両がある地域を走行困難であ
ると考えられる可能性（輸送車両障壁）を明らかにする。 
 
● ASEAN 域内におけるクロスボーダー輸送の動向 
当該地域を含む ASEAN 全体では、2015 年末に ASEAN 経済共同体（AEC）が発足してい
る。AEC により、既に 2015 年までに 90％以上の関税が撤廃されており、2018 年までに
100％関税撤廃が予定されているなど、経済的側面から見た域内の国境は、徐々に撤廃され
つつある。20 
また、両国間は南部経済回廊(ベトナムからカンボジアを通りタイへ向かう AH1 号線)で
結ばれている。2016 年には、輸送のボトルネックとなっていたカンボジア域内のメコン川の
渡し船が、橋の完成で解消されるなど、道路インフラの整備も進んでいる。 
一方、港湾に関しても整備が進められてきた。現在、カンボジアの国際港の代表としては、
タイランド湾に面した深海港であるシアヌークビル港と、メコン川をベトナム側から遡上し
た先にある河川港であるプノンペン港・プノンペン新港があり、整備が進んでいる。21 
しかし、港湾規模としては、ベトナム・ホーチミン港やタイ・レムチャバン港と比較する
とカンボジアの国際港は明らかに小さい。よって、2017 年現在の状況でいえば、利用者目線
で物流コストや物流品質の面から輸送を考えると、船舶輸送ではなく陸路輸送を選択するメ
リットが存在する。 
 
こうしたことから、今後域内ではクロスボーダー物流が盛んになると見込まれており、陸
路によるクロスボーダー輸送量も増加していくことが考えられる。 
 
● 輸送車両障壁を考える狙い 
長距離輸送が行われるクロスボーダー輸送において、需要に合った車両で、少ない積替え
え回数で輸送されることは、物流コストや物流品質等の面から見て理想的であると思われる。 
一方、本研究では、地域別の輸送車両の割合には偏りがあり、地域によっては、ある車両
が観測されなかったり、観測割合が著しく低かったりする様子が観測された。 
そこで、今後増加していくと考えられる様々な地域をまたぐ物流において、どういった車
両や経路の選択をすることが望ましいか、本研究結果から明らかにしていくことができれば、
よりスムーズな輸送につなげていくことが見込まれる。 
                                                     
20 日本国外務省ウェブサイトより、わかる！国際情勢＞Vol.133 ASEAN 共同体の設立に向けて . [日本国  外務省 , 2015] 参照 
21 カンボジア開発評議会ウェブサイトより、Ｑ＆Ａ「カンボジアの港湾環境は？」  [カンボジア開発評議会 , 日付不明] 参照 
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●輸送車両障壁の考え方 
本論において、輸送車両障壁とは、特定の地域において、特定の輸送車両が利用できない
恐れを指す。 
 
輸送車両障壁は、地域における車両割合から、以下のように設定した。  
・注意車両△ ： 当該地域において、観測車両の割合が５％以下のもの記載 
・警戒車両× ： 当該地域において、観測されなかった車両を全て記載 
 
 各地域において観測された割合が低い車両を、注意車両・警戒車両とし、まとめることで、
輸送車両障壁を明らかにした一方、各地域において観測割合が多い車両は、輸送において 
手配しやすく、コストも低くなると考えらえることから、以下のように設定した。  
・推薦車両◎ ： 当該地域において、観測車両の割合が多い順に記載  
（上位 3 位まで） 
 
 本論では、上記のように車両をカテゴリー分けすることで、輸送障壁を明らかにする。  
 
6 章 2 項では、地域別の車両割合を棒グラフで示す。 
カンボジアの各地域における車両割合を以下の図 6-2-1-1 から図 6-2-1-5 として、ベトナ
ムの各地域における車両割合を以下の図 6-2-2-1 から図 6-2-2-5 としている。 
なお、全ての棒グラフの縦軸の高さは同一の値としてあるため、棒グラフの高さは各地域
における輸送車両の偏りの大きさを表している。 
 
6 章 3 項では、各地域における輸送車両障壁について、マッピングを行う。 
これにより、地域における輸送車両障壁を判別しやすい形で明らかにする。  
 
6 章 4 項では、シェムリアップ郊外からホーチミン港（ホーチミン市郊外）までの輸送を
例に、輸送障壁を勘案した輸送シミュレーションを行う。 
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6-2. 各地域の車両割合一覧 
6-2-1. カンボジア各地域における車両割合 
 以下の図 6-2-1-1 から図 6-2-1-5 において、カンボジア各地域での車両割合を示す。 
 
図 6-2-1-1. プノンペン市街地（C-PNC）における車両割合 
 
図 6-2-1-2. シェムリアップ市街地（C-SRC）における車両割合 
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図 6-2-1-3. シェムリアップ郊外（C-SRU）における車両割合 
 
図 6-2-1-4. 国道 6 号線（C-CR6）における車両割合 
 
 
図 6-2-1-5. 国道 1 号線（C-CR1）における車両割合 
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6-2-2. ベトナム各地域における車両割合 
 以下の図 6-2-2-1 から図 6-2-2-5 において、ベトナム各地域での車両割合を示す。 
 
図 6-2-2-1. ホーチミン市街地（V-HCMC）における車両割合 
 
 
図 6-2-2-2. ドンタップ市街地（V-DTC）における車両割合 
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図 6-2-2-3. ホーチミン市郊外（V-HCMU）における車両割合 
 
図 6-2-2-4. アジアハイウェイ 1 号線（V-AH1）における車両割合 
 
図 6-2-2-5. 国道 22 号線（V-QL22）における車両割合 
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6-３ 輸送車両障壁のマッピング 
6 章 2 項からの結果をもとに、地図上に輸送車両の割合を表すと、以下の図 6-3-1 のよう
になる。 
図中の記号の意味は以下の通りである。 
推薦車両◎：当該地域において、観測車両の割合が多い順に記載（上位 3 位まで） 
注意車両△：当該地域において、観測車両の割合が５％以下のものを少ない順に記載  
警戒車両×：当該地域において、観測されなかった車両を記載 
 
 
図 6-3-1 車両障壁情報のマッピング 
※◎の車両については同率同順位の車両の場合も 3 位まで記載。 
 
次の 6 章 4 項では、以上のことを踏まえて、輸送車両障壁の有無やどういった車両を利
用すると良いと考察できるか、シミュレーションを行う。  
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6-4 物流における輸送車両障壁シミュレーション 
 カンボジアのシェムリアップ郊外から、シェムリアップ市街地－国道 6 号線－プノンペン
市街地―国道 1 号線－国道 22 号線－ホーチミン市街地－ホーチミン市郊外を経て、ホーチ
ミン港から輸出をする、というルートで考察を行う。 
 なお、輸出を行うため、理想的な輸送手段は海上コンテナを積載できるトレーラートラッ
クと仮定し、輸送物は農作物で検証を行う。 
 
 シミュレーションは以下の通りである。 
 
●シェムリアップ郊外 
図 6-2-1-3 より、シェムリアップ郊外において、トレーラートラックの割合は 1.2%であ
る。このことから、トレーラートラックでの輸送は非常にマイナーなものであるということ
が分かる。同地域では牛車・トラクターやバイクでの輸送が主流である。これは、村の内部
などでは未舗装の細い道路が多いからである。 
よって、トレーラートラックに積載できる地域までに、トラクター＋荷台で運ぶ必要があ
る可能性が高い。また、トレーラートラックの割合が少ないことから、複数の物流業者がお
り価格競争が働いているという可能性低い。そのため、輸送費用が割高であることも考えら
れることから、トレーラートラックではない別の輸送手段が望ましい可能性もある。 
 
●シェムリアップ市街地 
 図 6-2-1-2 より、シェムリアップ市街地におけるトレーラートラックの割合は 2.7％であ
る。このことから、やはりトレーラートラックでの輸送は非常にマイナーなものであるとい
うことが分かる。同地域ではバイク類や 2t トラックでの輸送が主流である。 
 
●国道６号線 
図 6-2-1-4 より、国道６号線におけるトレーラートラックの割合は 8.3％である。また、
大型トラックも 15.0％走行している。このことから、国道６号線以降の行程であれば、トレ
ーラートラックないしは、大型トラックでの海上コンテナ輸送が可能であると考えられる。 
以上より、輸送車両障壁やコストの面から、シェムリアップ郊外の荷発地から国道６号線
沿いまでは、海上コンテナではない輸送手段（2t トラック等）で輸送し、国道６号線沿いで
海上コンテナに乗せ換え、以降をトレーラートラックで輸送することが望ましいと考えられ
る。 
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●プノンペン市街地 
 図 6-2-1-1 より、プノンペン市街地ではトレーラートラックが観測されていない。このこ
とから、市街地内をトレーラートラックで輸送するためには、交通環境や法律における車両
面での大きな障壁があると考えられる。そのため、プノンペン市街地を迂回するルートを検
討するか、どうしても市内を輸送する場合は積み替えを検討する必要がある。 
 
●国道１号線・国道２２号線 
 図 6-2-1-5、図 6-2-2-5 より、この区間におけるトレーラートラックの割合は 35%を超え
ている。このことから、この区間では進んでトレーラートラックを利用することがコスト面
でも望ましいと考えらえる。 
 
●ホーチミン市街地 
図 6-2-2-1 より、ホーチミン市街地でおけるトレーラートラックの割合は 2.2%である。ベ
トナムの他地域と比較するとこの値は異常に小さいことがわかる。  
このことから、市街地内をトレーラートラックで輸送するためには、交通環境や法律にお
ける車両面での大きな障壁があると考えられる。そのため、ホーチミン市街地を迂回するル
ートを検討するか、どうしても市内を輸送する場合は積み替えを検討する必要がある。  
 
●ホーチミン市郊外 
 図 6-2-2-3 より、ホーチミン市郊外におけるトレーラートラックの割合は 22.9%である。 
このことから、ホーチミン市郊外はトレーラートラックでの輸送が望ましいと考えられる。 
 
次ページにて、本シミュレーションの結果を図 6-4-1 として記す。 
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図 6-4-1. シェムリアップ郊外からホーチミン港への輸送シミュレーション結果 
 
以上をまとめると、図 6-4-1 のようになる。 
 
本研究のみでは、輸送車両を確定するための確たる証拠にはならないものの、可能性を絞
り込むことが可能であることから、全ての区間を 1 から調べる労力と比較すると、調査の省
力化を図ることが可能である。  
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７章 結論 
7-1. 本研究の結論 
本研究では、東南アジアにおける不明瞭なロジスティクス実態の一端を明らかにすること
を目的に、大きく以下の 3 点を明らかにした。 
 
１． 地域・車両・積載物の実態 
２． 今後の輸送車両の動向予測 
３． 域内物流における輸送車両障壁の可能性 
  
 そのため、4 章では、現地での輸送車両の写真データをもとに、どのような輸送車両が、
どのような地域でどのような物を運んでいるのかを明らかにした。 
また、5 章では、得られたデータをもとに、地域別の車両割合で比べることで、国と地域
で比較し、今後さらなる発展と変化を経ると考えられるカンボジアの輸送車両がどのように
変化していくと考えられるかを明らかにした。 
そして 6 章では、得られたデータをもとに、地域ごとに見られた車両割合で見比べること
で、走行予定の地域における、輸送車両障壁の可能性を明らかにした。 
 
以上のことから、東南アジアにおける不明瞭なロジスティクス実態の一端を明らかにする
ことができた。 
  
108 
 
7-2. 本研究の課題 
 本研究においては、以下の課題があると考えらえる。 
 
１． 写真データにおける、サンプル数の偏り 
地域ごとのサンプル数に偏りがあることから、地域間で比較する際に車両の割合で
比較するなど、定質化を図る必要がある。 
より正確に観測するためには、予めサンプル数を決めておくことが望ましい。 
 
２． 写真データにおける、季節や時間の偏り 
滞在期間や観測時間が限られていたことで、観測時期や観測時間が限られてしまっ
ている。 
現地の輸送車両をより正確に観測するためには、観測時期や観測時間をより多様化
させることが望ましい。 
 
３． 地域区分の範囲が広いことから、詳細が見えにくい。 
実際には、同一の地域であっても走行している輸送車両の種類や台数は異なってい
る場合もありえる。しかし、得られたデータ数や研究の便宜上、大きくまとめざるを得
なかった。 
観測地点や観測車両台数を増やし、地域区分の範囲を狭めることで、より詳細かつ
正確な研究・考察が可能となると考えられる 
 
４． 考察結果の信頼性向上 
 各地域における自動車生産台数・輸入台数・登録車両台数等の統計データや、沿線地
域の産業・工業地帯の規模等の具体的数値データを用いた裏付けができれば、より結
果の信頼性を向上することが可能であると考えられる。 
 しかし、車両や工業地帯等に関し、インターネットを主とした調査を行ったものの、
本論の裏付けとなるような具体的なデータ（輸送車両の詳細な台数データや地域の産
業・工業地帯規模等に関する金額・物流量等）を得ることができなかった。 
 これらの裏付けとなるデータを加味することができれば、より客観的で信頼性の高
い研究が可能であったと考えられる。 
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＃2 巻末資料 
#2-1. 本論で用いたデータベース 
① 地域別 車両台数表 
 
両国合計
PNC SRC SRU CR6 CR1 HCMC DTC HCMU AH1 QAL22 (C)小計 (V)小計 合計
リアカー 2 2 1 1 5 1 6
自転車 2 1 2 3 2 5
シクロ 1 1 1
自転車・荷車 3 3 3
小計① 4 2 1 1 7 8 7 15
割合①（小計①／合計） 13.8% 2.7% 1.2% 1.1% 15.6% 2.4% 1.7% 2.0% %
牛車 6 6 6
トラクター・荷車 21 1 21 1 22
小計② 27 1 27 1 28
割合② 33.3% 1.2% 8.0% 0.2% 3.7% %
バイク 3 5 7 4 1 19 8 5 2 4 20 38 58
バイク・後荷車 8 24 11 7 4 1 1 54 2 56
バイク・前荷車 1 4 1 1 5 6
バイク・側車 1 2 3 3
小計③ 12 30 20 11 5 24 9 5 3 4 78 45 123
割合③ 41.4% 40.0% 24.7% 18.3% 5.4% 53.3% 9.6% 6.0% 2.2% 7.3% 23.1% 10.9% 16.4% %
三輪平ボディ 1 1 1 3 4 3 2 11 13
三輪箱ボディ 1 1 2 2
軽平ボディ 1 2 1 2 3 1 1 4 7 11
軽幌ボディ 1 2 1 1 3 4
軽箱ボディ 1 2 1 3 7 7
軽ワゴン 1 1 1
簡易トラック 1 4 5 5
ピックアップトラック 4 5 1 1 11 11
乗用車トランク 2 2 2
小計④ 2 8 8 6 3 4 11 6 4 4 27 29 56
割合④ 6.9% 10.7% 9.9% 10.0% 3.2% 8.9% 11.7% 7.2% 2.9% 7.3% 8.0% 7.0% 7.4% %
2tダンプ 2 2 4 1 3 1 8 5 13
2t平ボディ 4 10 2 9 5 4 1 30 5 35
2t幌ボディ 1 1 2 1 17 8 13 4 4 43 47
2t箱ボディ 5 1 3 1 2 12 9 4 9 28 37
2t箱・冷蔵車 1 1 1
2t箱・トレーラー 1 1 1
2tﾊﾞｷｭｰﾑｶｰ 1 1 1
2tゴミ収集車 2 2 2
小計⑤ 7 17 4 13 14 3 26 22 23 8 55 82 137
割合⑤ 24.1% 22.7% 4.9% 21.7% 15.1% 6.7% 27.7% 26.5% 16.8% 14.5% 16.3% 19.8% 18.2% %
中型ダンプ 2 4 3 1 2 2 10 4 14
中型平ボディ 1 2 1 6 5 2 2 15 4 19
中型平・ユニック 2 1 1 4 4
中型幌ボディ 1 3 21 12 7 10 4 50 54
中型箱ボディ 1 5 1 2 2 3 2 6 10 16
中型箱・冷蔵車 1 1 2 2
中型タンク車 1 1 1 1 2 3
中型ミキサー車 1 1 1 1 2 3
中型車載車 1 1 1 1 2
小計⑥ 1 4 6 11 16 2 25 20 18 14 38 79 117
割合⑥ 3.4% 5.3% 7.4% 18.3% 17.2% 4.4% 26.6% 24.1% 13.1% 25.5% 11.2% 19.1% 15.6% %
大型ダンプ 4 1 4 4 6 1 9 11 20
大型平ボディ 1 2 2 5 2 1 1 2 12 4 16
大型平・ユニック 1 1 1 1 2
大型幌ボディ 1 1 12 4 5 2 2 23 25
大型箱ボディ 1 1 1
大型箱・冷蔵車 1 1 1
大型タンク車 1 1 1 1 2 3
大型ミキサー車 1 1 1 1 2
大型レッカー車 1 1 1
小計⑦ 1 3 6 9 7 14 10 17 4 26 45 71
割合⑦ 3.4% 4.0% 7.4% 15.0% 7.5% 0.0% 14.9% 12.0% 12.4% 7.3% 7.7% 10.9% 9.4% %
トレーラ平ボディ 1 1 2 2 2 4
トレーラ幌ボディ 1 1 1 2 2 3 5
トレーラ箱ボディ 1 1 1
トレーラタンク車 1 1 2 3 2 5 7
トレーラ海20ftDry・1個 1 3 1 2 4 17 5 4 29 33
トレーラ海20ftDry・2個 2 5 6 1 2 12 14
トレーラ海40ftDry 2 25 3 8 35 11 27 57 84
トレーラ海40ftRef 1 3 4 4
トレーラ国45ft 1 1 1
トレーラ海空シャシー 1 1 1 6 1 2 8 10
小計⑧ 2 1 5 33 1 9 19 72 21 41 122 163
割合⑧ 2.7% 1.2% 8.3% 35.5% 2.2% 9.6% 22.9% 52.6% 38.2% 12.1% 29.5% 21.7% %
トラクター荷台 4 4 4
トゥクトゥク 1 1 1
大型3輪 2 2 2
軽平ボディ 8 1 8 1 9
2t平ボディ 1 1 3 1 5 1 6
ワゴン 4 4 4 2 14 14
マイクロバス 1 1 1
中型バス 1 1 1
大型バス 2 1 1 3 1 4
小計⑨ 2 9 8 5 14 4 38 4 42
割合⑨ 6.9% 12.0% 9.9% 8.3% 15.1% 8.9% 11.2% 1.0% 5.6% %
集計 合計 29 75 81 60 93 45 94 83 137 55 338 414 752 台
単位
台
台
牛車・トラクタ
人力・自転車
各国小計カンボジア (C) ベトナム (V)
車両大分類 車両小分類
台
台
台
台
大型トラック
トレーラトラック
貨客混載
バイク
小型トラック
2tトラック
中型トラック
台
台
台
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② 地域・車両台数・積載物表 
総計 
車両大分類 車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 
人力・自転車 リアカー C-PNC: 2 
C-SRC: 2 
C-CR1: 1 
V-HCMC: 1 
PNC: 廃棄物 
SRC: 手工業品・廃棄物 
CR1: 衣料品 
HCMC: 雑貨 
自転車 C-SRC: 2 
C-SRU: 1 
V-HCMC: 2 
SRC: 生活用品・廃棄物 
SRU: 農作物 
HCMC: 廃棄物 
シクロ V-HCMC: 1 HCMC: パーティー用品 
自転車＋荷車 V-HCMC: 3 HCMC: 生活用品・農作物・食料品 
牛車・トラクター 牛車 C-SRU: 6 SRU: 木材 
トラクター＋荷車 C-SRU: 21 
V-HCMU: 1 
SRU: 木材・建材・寺院・棺 
HCMU: 穀物 
バイク類 バイク C-PNC: 3 
C-SRC: 5 
 
C-SRU: 7 
 
C-CR6: 4 
C-CR1: 1 
V-HCMC: 19 
 
 
V-DTC: 8 
 
V-HCMU: 5 
 
V-AH1: 2 
V-QL22: 4 
PNC: 食料品・衣料品・鶏 
SRC: 生活用品・穀物・生鮮品 
食料品・木材 
SRU: 食料品・農作物・タイヤ 
家畜・手工業品・衣料品 
CR4: 食料品・木材・農作物 
CR1: 生活用品 
HCMC: 食料品・衣料品・農作物・ 
装飾品・ガス・電化製品・ 
観葉植物・小売製品・バイク便 
DTC: 生活用品・食料品・果物・ 
穀物・鶏・肥料 
HCMU: 生活用品・食料品・穀物・ 
生鮮品 
AH1: 穀物・建材 
QL22: 生活用品・農作物・食料品 
バイク＋後荷車 C-PNC: 8 
 
C-SRC: 24 
 
 
C-SRU: 11 
PNC: 生活用品・穀物・生鮮品 
   建材・観葉植物 
SRC: 生活用品・穀物・生鮮品 
    農工用品・木材・建材 
   観葉植物・飲料 
SRU: 衣料品・手工業品・家畜 
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C-CR6: 7 
C-CR1: 4 
V-HCMC: 1 
V-DTC:  1 
農作物・ガスタンク・建材 
木材 
CR6: 木材・農作物・建材・自転車 
CR1: 衣料品・生活用品 
HCMC: 生活用品 
DTC: 不明 
バイク＋前荷車 C-PNC: 1 
V-HCMC: 4 
V-AH1: 1 
PNC: 砂袋 
HCMC: 食料品・穀物・建材・廃棄物 
AH1: バイク用品 
バイク＋側車 C-SRC: 1 
C-SRU :2 
SRC: 生鮮品 
SRU: 食料品 
小型トラック 三輪 平ボディ C-SRC: 1 
C-CR1: 1 
V-HCMC: 1 
V-DTC: 3 
V-HCMU: 4 
V-AH1: 3 
SRC: 生活用品・衣料品 
CR1: 空車 
HCMC: 生活用品 
DTC: 農作物 
HCMU: 生活用品・建材・観葉植物 
AH1: 段ボール箱 
三輪 箱ボディ C-SRC: 1 
C-CR6: 1 
SRC: 不明 
CR6: 不明 
軽  平ボディ C-SRC: １ 
C-SRU: 2 
C-CR1: 1 
V-HCMC: 2 
V-DTC: 3 
V-HCMU: 1 
V-QL22: 1 
SRC: 不明 
SRU: 生活用品・食料品 
CR1: 衣料品・建材 
HCMC: 建材 
DTC: 生活用品・農工用品 
HCMU: 段ボール 
QL22: 電化製品 
軽  幌ボディ C-SRC: 1 
V-DTC: 2 
V-AH1: 1 
SRC: 不明 
DTC: 不明 
AH1: 不明 
軽  箱ボディ V-HCMC: 1 
V-DTC: 2 
V-HCMU: 1 
V-QL22: 3 
HCMC: パーティー用品 
DTC: 不明 
HCMU: 不明 
QL22: 不明 
軽 ワゴン V-DTC: 1 DTC: 不明 
簡易トラック C-SRU: 1 
C-CR6: 4 
 
SRU: 水タンク 
CR6: 生活用品・農作物・木材・建材 
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ピックアップトラック C-SRC: 4 
 
C-SRU 5: 
C-CR6: 1 
C-CR1: 1  
SRC: 生活用品・食料品・穀物・ 
    建材・家電製品 
SRU: プロパンガス・生鮮品 
CR6: 手工業品 
CR1: 建材・タイヤ 
乗用車トランク等 C-PNC: 2 PNC:食料品・生活用品 
2t トラック ダンプ C-SRU: 2 
C-CR6: 2 
C-CR1: 4 
V-HCMC: 1 
V-DTC: 3 
V-HCMU: 1 
SRU: 土砂 
CR6: 土砂 
CR1: 土砂 
HCMC: パーティー用品 
DTC: 農作物・散水 
HCMU: 土砂 
平ボディ C-PNC: 4 
C-SRC: 10 
C-SRU: 2 
C-CR6: 9 
C-CR1: 5 
V-DTC: 4 
V-AH1: 1 
PNC: 建材・土砂 
SRC: 生活用品・飲料・食料品・建材 
SRU: 農作物・農工用品 
CR6: 飲料・木材・建材・土砂・廃棄物 
CR1: 建材・寝具 
DTC: 飲料 
AH1: 不明 
幌ボディ C-PNC: 1 
C-CR6: 1 
C-CR1: 2 
V-HCMC: 1 
V-DTC: 17 
V-HCMU: 8 
V-AH1: 13 
V-QL22: 4  
PNC: 生活用品 
CR6: 農作物 
CR1: 不明 
HCMC: 不明 
DTC: 農作物・農工用品・タイヤ 
HCMU: 海産物 
AH1: 不明 
QL22: 不明 
箱ボディ C-SRC: 5 
C-CR6: 1 
C-CR1: 3 
V-HCMC: 1 
V-DTC: 2 
V-HCMU: 12 
V-AH1: 9 
V-QL22: 4 
SRC: 飲料・穀物 
CR6: 不明 
CR1: 不明 
HCMC: 不明 
DTC: 不明 
HCMU: 不明 
AH1: 不明 
QL22: 不明 
箱ボディ 冷蔵車 C-SRC: 1 SRC:食料品 
箱＋トレーラー V-HCMU: 1 HCMU: 不明 
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バキュームカー C-SRC: 1 SRC:廃棄物 
ゴミ収集車 C-PNC: 2 PNC:廃棄物 
中型トラック ダンプ C-SRC: 2 
C-SRU: 4 
C-CR6: 3 
C-CR1: 1 
V-HCMU: 2 
V-AH1: 2 
SRC: 土砂 
SRU: 土砂 
CR6: 土砂 
CR1: 土砂 
HCMU: 土砂 
AH1: 石材パネル 
平ボディ C-PNC: 1 
C-SRC: 2 
C-SRU: 1 
C-CR6: 6 
C-CR1: 5 
V-AH1: 2 
V-QL22: 2 
PNC: 建材 
SRC: 建材 
SRU: 農作物 
CR6: 建材・木材 
CR1: 建材 
AH1: 不明 
QL22: 木材・建材 
平ボディ ユニック V-DTC: 2 
V-HCMU: 1 
V-AH1: 1 
DTC: 装飾品（看板） 
HCMU: 空車 
AH1: 不明 
幌ボディ C-CR6: 1 
C-CR1: 3 
V-DTC: 21 
V-HCMU: 12 
V-AH1: 7 
V-QL22: 10 
CR6: 不明 
CR1: 不明 
DTC: 農作物・家具 
HCMU: 不明 
AH1: 不明 
QL22: 農作物・廃棄物 
箱ボディ C-SRU: 1 
C-CR6: 5 
V-HCMC: 1 
V-DTC: 2 
V-HCMU: 2 
V-AH1: 3 
V-QL22: 2 
SRU: 空車 
CR6: 不明 
HCMC: 不明 
DTC: 不明 
HCMU: 不明 
AH1: 不明 
QL22: 不明 
箱ボディ 冷蔵車 V-HCMU: 1 
V-AH1: 1 
HCMU: 不明 
AH1: 食料品 
タンク車 C-CR1: 1 
V-HCMC: 1 
V-AH1: 1 
 
燃料 
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ミキサー車 C-CR6: 1 
V-HCMU: 1 
V- AH1: 1 
コンクリート 
車載車 C-CR1: 1 
V-HCMU: 1  
CR1: 建機（パワーショベル） 
HCMU: 空車（バイク車載） 
大型トラック ダンプ C-SRU: 4 
C-CR6: 1 
C-CR1: 4 
V-HCMU: 4 
V-AH1: 6 
V-QL22: 1 
SRU: 土砂 
CR6: 土砂 
CR1: 土砂 
HCMU: 土砂 
AH1: 土砂・建材 
QL22: 土砂 
平ボディ C-PNC: 1 
C-SRC: 2 
C-SRU: 2 
C-CR6: 5 
C-CR1: 2 
V-DTC: 1 
V-HCMU: 1 
V-AH1: 2 
PNC: 警察車両 
SRC: 手工業品 
SRU: 土砂・手工業品 
CR6: 穀物・木材・廃棄物 
CR1: 衣料品・手工業品 
DTC: 建材 
HCMU: 不明 
AH1: 不明 
平ボディ ユニック C-CR6: 1 
V-HCMU: 1 
CR6: 45ftDry コンテナ 
HCMU: 空車 
幌ボディ C-CR6: 1 
C-CR1: 1 
V-DTC: 12 
V-HCMU: 4 
V-AH1: 5 
V-QL22: 2 
CR6: 不明 
CR1: 不明 
DTC: 野菜・ビールケース 
HCMU: 食料品 
AH1: 不明 
QL22: 不明 
箱ボディ V-QL22: 1 QL22: 不明 
箱・冷蔵車 V-AH1: 1 AH1: 不明 
タンク車 C-SRC: 1 
V-DTC: 1 
V-AH1: 1 
SRC: 水（道路工事 散水） 
DTC: 燃料 
AH1: LPG ガス 
ミキサー車 C-CR6: 1 
V-AH1: 1 
コンクリート 
レッカー車 V-AH1: 1 トレーラーヘッドけん引 
トレーラートラック 平ボディ C-CR6: 1 
C-CR1: 1 
CR6: 不明 
CR1: 空車 
119 
 
V-AH1: 2 AH1: 建材 
幌ボディ C-CR6: 1 
C-CR1: 1 
V-DTC: 1 
V-QL22: 2 
CR6: 不明 
CR1: 空車 
DTC: 不明 
QL22: 不明 
箱ボディ V-QL22: 1 QL22: 不明 
タンク車 C-SRC: 1 
C-CR6: 1  
V-HCMU: 2 
V-AH1: 3 
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海上 20ft Dry C-SRC: 1 
C-CR1: 3 
V-HCMC: 1 
V-DTC: 2 
V-HCMU: 4 
V-AH1: 17 
V-QL22: 5 
海上コンテナ 
海上 20ft Dry2 個積み C-CR1: 2 
V-HCMU: 5 
V-AH1: 6 
V-QL22: 1 
海上コンテナ 
海上 40ft Dry C-CR6: 2 
C-CR1: 25 
V-DTC: 3 
V-HCMU: 8 
V-AH1: 35 
V-QL22: 11 
海上コンテナ 
海上 40ft Ref V-DTC: 1 
V-AH1: 3 
海上コンテナ 
海上改造 45ft 国内向 V-DTC: 1 海上コンテナ 
空シャシー C-SRU: 1 
C-CR1: 1 
V-DTC: 1 
V-AH1: 6 
V-QL22: 1 
空車 
貨客混載 トラクター＋荷台 C-SRU: 4 SRU: 人 
トゥクトゥク C-SRC: 1 SRC: 生活用品 
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大型 3 輪トラック C-SRC: 2 SRC: 生活用品・食料品・穀物 
軽平ボディ C-CR1: 8 
V-HCMC: 1 
CR1: 人 
HCMC: 人（市営バス） 
2t 平ボディ C-PNC: 1 
C-CR6: 1 
C-CR1: 3 
V-HCMC: 1 
PNC: 人 
CR6: 人 
CR1: 人 
HCMC: 人（軍用車） 
ワゴン C-SRC: 4 
 
C-SRU: 4 
C-CR6: 4 
 
C-CR1: 2 
 
SRC: 生活用品・衣料品・穀物・ 
自転車・バイク 
SRU: 生活用品・飲料・食材 
CR6: 生活用品・寝具・バイク・ 
トラクター 
CR1: 生活用品・自転車・ 
農工用品・農作物 
マイクロバス C-PNC: 1 衣料・寝具・生活用品・食料品 
中型バス V-HCMC: 1 HCMC: 原付バイク（市バス車内） 
大型バス C-SRC: 2 
 
C-CR1: 1 
V-HCMC: 1 
SRC: 生活用品・食料品・ 
手工業品・原付バイク 
CR1: 生活用 
HCMC: 食料品・生活用品・建材 
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③ 地域別 車両割合表 
 
PNC SRC SRU CR6 CR1 HCMC DTC HCMU AH1 QL22
リアカー 6.9% 2.7% 1.1% 2.2%
自転車 6.9% 1.2% 4.4%
シクロ 2.2%
自転車・荷車 6.7%
割合① 13.8% 2.7% 1.2% 1.1% 15.6%
牛車 7.4%
トラクター・荷車 25.9% 1.2%
割合② 33.3% 1.2%
バイク 10.3% 6.7% 8.6% 6.7% 1.1% 42.2% 8.5% 6.0% 1.5% 7.3%
バイク・後荷車 27.6% 32.0% 13.6% 11.7% 4.3% 2.2% 1.1%
バイク・前荷車 3.4% 8.9% 0.7%
バイク・側車 1.3% 2.5%
割合③ 41.4% 40.0% 24.7% 18.3% 5.4% 53.3% 9.6% 6.0% 2.2% 7.3%
三輪平ボディ 1.3% 1.1% 2.2% 3.2% 4.8% 2.2%
三輪箱ボディ 1.3% 1.7%
軽平ボディ 1.3% 2.5% 1.1% 4.4% 3.2% 1.2% 1.8%
軽幌ボディ 1.3% 2.1% 0.7%
軽箱ボディ 2.2% 2.1% 1.2% 5.5%
軽ワゴン 1.1%
簡易トラック 1.2% 6.7%
ピックアップトラック 5.3% 6.2% 1.7% 1.1%
乗用車トランク 6.9%
割合④ 6.9% 10.7% 9.9% 10.0% 3.2% 8.9% 11.7% 7.2% 2.9% 7.3%
2tダンプ 2.5% 3.3% 4.3% 2.2% 3.2% 1.2%
2t平ボディ 13.8% 13.3% 2.5% 15.0% 5.4% 4.3% 0.7%
2t幌ボディ 3.4% 1.7% 2.2% 2.2% 18.1% 9.6% 9.5% 7.3%
2t箱ボディ 6.7% 1.7% 3.2% 2.2% 2.1% 14.5% 6.6% 7.3%
2t箱・冷蔵車 1.3%
2t箱・トレーラー 1.2%
2tﾊﾞｷｭｰﾑｶｰ 1.3%
2tゴミ収集車 6.9%
割合⑤ 24.1% 22.7% 4.9% 21.7% 15.1% 6.7% 27.7% 26.5% 16.8% 14.5%
中型ダンプ 2.7% 4.9% 5.0% 1.1% 2.4% 1.5%
中型平ボディ 3.4% 2.7% 1.2% 10.0% 5.4% 1.5% 3.6%
中型平・ユニック 2.1% 1.2% 0.7%
中型幌ボディ 1.7% 3.2% 22.3% 14.5% 5.1% 18.2%
中型箱ボディ 1.2% 5.4% 2.2% 2.1% 2.4% 2.2% 3.6%
中型箱・冷蔵車 1.2% 0.7%
中型タンク車 1.1% 2.2% 0.7%
中型ミキサー車 1.7% 1.2% 0.7%
中型車載車 1.1% 1.2%
割合⑥ 3.4% 5.3% 7.4% 18.3% 17.2% 4.4% 26.6% 24.1% 13.1% 25.5%
大型ダンプ 4.9% 1.7% 4.3% 4.8% 4.4% 1.8%
大型平ボディ 3.4% 2.7% 2.5% 8.3% 2.2% 1.1% 1.2% 1.5%
大型平・ユニック 1.7% 1.2%
大型幌ボディ 1.7% 1.1% 12.8% 4.8% 3.6% 3.6%
大型箱ボディ 1.8%
大型箱・冷蔵車 0.7%
大型タンク車 1.3% 1.1% 0.7%
大型ミキサー車 1.7% 0.7%
大型レッカー車 0.7%
割合⑦ 3.4% 4.0% 7.4% 15.0% 7.5% 14.9% 12.0% 12.4% 7.3%
トレーラ平ボディ 1.7% 1.1% 1.5%
トレーラ幌ボディ 1.7% 1.1% 1.1% 3.6%
トレーラ箱ボディ 1.8%
トレーラタンク車 1.3% 1.7% 2.4% 2.2%
トレーラ海20ftDry・1個 1.3% 3.2% 2.2% 2.1% 4.8% 12.4% 9.1%
トレーラ海20ftDry・2個 2.2% 6.0% 4.4% 1.8%
トレーラ海40ftDry 3.3% 26.9% 3.2% 9.6% 25.5% 20.0%
トレーラ海40ftRef 1.1% 2.2%
トレーラ国45ft 1.1%
トレーラ海空シャシー 1.2% 1.1% 1.1% 4.4% 1.8%
割合⑧ 2.7% 1.2% 8.3% 35.5% 2.2% 9.6% 22.9% 52.6% 38.2%
トラクター荷台 4.9%
トゥクトゥク 1.3%
大型3輪 2.7%
軽平ボディ 8.6% 2.2%
2t平ボディ 3.4% 1.7% 3.2% 2.2%
ワゴン 5.3% 4.9% 6.7% 2.2%
マイクロバス 3.4%
中型バス 2.2%
大型バス 2.7% 1.1% 2.2%
割合⑨ 6.9% 12.0% 9.9% 8.3% 15.1% 8.9%
貨客混載
カンボジア (C)
車両大分類 車両小分類
人力・自転車
牛車・トラクタ
バイク
小型トラック
ベトナム (V)
2tトラック
中型トラック
大型トラック
トレーラトラック
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#2-2. 写真データ一覧 
カンボジア プノンペン市街地 C-PNC 
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 
2t トラック  ごみ収集車 
廃棄物 
20150911,6:54 
 
Old Market 
Preah Sisowath 
Quay 
 
2t トラック  ごみ収集車 
廃棄物 
20150911,6:58 
 
Old Market 
Preah Sisowath 
Quay 
 
バイク＋荷車 
穀物 （はかり・容器） 
20150911,07:01 
 
Old Market 
穀物販売店前 
 
 
2t トラック  平ボディ 
建材 （土管・コンクリート製） 
20150911,07:06 
 
Old Market 
Preah Sisowath 
Quay 
 
バイク＋前荷車 
砂袋 
 
バイク＋荷車 
観葉植物 
20150911,07:08 
 
Old Market 
Preah Sisowath 
Quay 
 
 
2t トラック  平ボディ 
土砂 
20150911,07:09 
 
Old Market 
Preah Sisowath 
Quay 
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2t トラック  平ボディ 
不明 
20150911,07:11 
 
Old Market 
Preah Sisowath 
Quay 
 
 
貨客混載車両 
2t トラック 平ボディ 
人（建築系労働者） 
20150911,07:20 
 
Royal Palace Park 
Preah Sisowath 
Quay 
 
中型トラック 平ボディ 
建材 
20150911,07:41 
 
Royal Palace Park 
Preah Sisowath 
Quay 
 
バイク＋荷車 
生活用品 （詳細不明） 
20150911,09:11 
 
Sangkat Boeng 
Prolit 
 
リアカー 
廃棄物 （缶など） 
20150911,09:20 
 
Sangkat Boeng 
Prolit 
 
バイク＋荷車 
生活用品 
20150911,13:02 
 
Oknha Tep Phan St. 
Orussey Market 
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バイク＋荷車 
建材 
20150911,13:15 
 
Oknha Tep Phan St. 
Orussey Market 
 
バイク＋荷車 
生鮮品 （ココナッツ） 
20151020,09:55 
 
Oknha ln St. 
Central Market. 
 
バイク＋荷車 
建材 
 
リアカー 
廃棄物 
20151020,10:04 
 
Oknha ln St. 
Central Market. 
 
乗用車 
 食料品 
 
20151020,10:15 
 
Oknha ln St. 
Central Market. 
 
乗用車 
 食料品 
 
20151020,10:16 
 
Oknha ln St. 
Central Market. 
 
貨客混載車両 
マイクロバス 
衣料品 ・ 寝具 
生活用品・食料品 
20151020,10:18 
 
Oknha ln St. 
Central Market. 
 
バイク 
食料品 
20151020,10:20 
 
Oknha ln St. 
Central Market. 
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バイク 
 鶏 
20151020,10:20 
 
Oknha ln St. 
Central Market. 
 
バイク 
 衣料品 
20151020,10:21 
 
Oknha ln St. 
Central Market. 
 
大型トラック  平ボディ 
警察車両 
 
バイク＋荷車 
不明 
20151020,10:23 
 
Oknha ln St. 
Central Market. 
 
2t トラック  幌ボディ 
生活用品 
 
20151020,10:30 
 
Oknha ln St. 
Central Market. 
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カンボジア シェムリアップ市街地 （C-SRC） 
国道 6 号線 市街地東部プノンペン側 
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 
2t トラック 平ボディ 
生活用品 
20150305,07:21 
 
バイク＋荷車 
生活用品 
20150311,15:20 
 
中型トラック 平ボディ 
空車 
20150825,13:10 
 
中型トラック 平ボディ 
空車 
 
バイク＋荷車 
生活用品（紙） 
20150825,13:10 
 
中型トラック ダンプ 
土砂 
20150825,13:18 
 
ピックアップトラック  
生活用品（紙おむつ）・食料品・穀物 
20150825,13:18 
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バイク＋荷車 
生活用品・飲料 
20150826,09:53 
 
中型トラック 平ボディ 
土砂 
20150902,08:20 
 
バイク＋荷車 
建材 
20151015,14:46 
 
ピックアップトラック 
家電 （冷蔵庫など） 
20151015,14:46 
 
バイク＋荷車 
木材 
20151015,14:50 
 
2t トラック 平ボディ 
飲料 （ミネラルウォーター） 
20151015,14:46 
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2t トラック 箱ボディ 
飲料 （ミネラルウォーター） 
20151015,14:51 
 
バイク  
生活用品（棚） 
 
2t トラック 平ボディ 
不明 
20151015,14:51 
 
2t トラック 箱ボディ 
不明 
20151015,14:51 
 
2t トラック 平ボディ 
建材 
20151015,14:52 
 
2t トラック 平ボディ 
生活用品・食料品・飲料（ビール） 
20151015,14:52 
 
バイク＋荷車 
建材（エンジン） 
20151015,14:52 
 
大型トラック タンク 
散水 
20151015,14:55 
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バイク＋荷車 
空車 
20151015,14:58 
 
ワゴン 
生活用品・自転車・布袋・穀物 
20151015,15:02 
 
バイク＋荷車 
建材 
20151015,15:05 
 
ワゴン 
 原付バイク・生活用品・穀物 
20151015,15:08 
 
バイク＋荷車 
不明 
20151015,15:24 
 
2t トラック 箱ボディ 
飲料（ビール） 
20151015,15:24 
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2t トラック 箱ボディ 
不明 
20151015,16:04 
 
大型トラック 平ボディ 
手工業品 
20151018,09:30 
 
2t トラック 箱ボディ 冷蔵 
不明 
20151018,09:33 
 
貨客混載車両 
大型三輪トラック  
生活用品・食料品・穀物 
20151018,09:34 
 
ピックアップトラック 
建材（金属パイプ） 
20151018,12:24 
 
ピックアップトラック 
生活用品・家電 
20151018,13:16 
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大型バス シェムリアップープノン
ペン 
原付バイク、生活用品 
20151019,22:58 
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西部国道６号線 
 
2t トラック 平ボディ 
空車 
20150906,17:37 
 
中型トラック 平ボディ 
建材（レンガ） 
20150909,17:29 
 
2t トラック 箱ボディ 
飲料（ビール） 
20150909,17:38 
 
大型トラック 平ボディ 
不明 
20151017,10:31 
 
セミトレーラー  タンクローリー 
燃料 
20151018,09:43 
 
2t トラック 平ボディ 
空車 
20151019,16:58 
 
バイク＋荷車 
空車 
20151019,16:59 
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中心市街地国道 6 号線以南オールドマーケット付近 
 
バス シェムリアップ―プノンペン 
生活用品・食料品・手工芸品 
20150910,23:10 
 
軽トラック 幌ボディ 
 不明 
20150910,22:59 
 
2t トラック バキュームカー 
廃棄物 
20151003,11:52 
 
ワゴン 
原付バイク・生活用品 
20151017,11:22 
 
トゥクトゥク 
生活用品 
20151017,14:36 
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レウ市場 
 
バイク＋荷車 
生活用品・食料品 
20150305,07:02 
 
バイク＋荷車 
生活用品・食料品 
20150305,07:02 
 
バイク＋荷車 
生活用品・穀物 
20150305,07:03 
 
 
2t トラック 平ボディ 
寝具 
20151015,15:37 
 
ワゴン 
生活用品（紙類） 
 
20151015,15:38 
 
海上コンテナ 20ft Dry 20151018,15:51 
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バイク 
穀物 
20151015,15:59 
 
バイク＋荷車 
飲料（ミネラルウォーター） 
20151015,16:01 
 
バイク 
生活用品・食料品（おかし） 
20151015,16:01 
 
自転車 
廃棄物 
20151015,16:03 
 
バイク＋荷車 
農工用品（ポリバケツ） 
20151015,16:03 
 
バイク 
木材 
 
バイク＋荷車 
農工用品 （モーターオイル） 
20151015,16:07 
 
バイク＋荷車 
農工用品 （モーターオイル） 
20151015,16:07 
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貨客混載車両 
大型 3 輪トラック 
人・生活用品（おもちゃ）・食料品・穀物 
20151018,09:27 
 
貨客混載車両 
2t トラック 平ボディ 
生活用品・食料・穀物・ガスボンベ 
20151018,09:27 
 
貨客混載車両 
2t トラック 平ボディ 
 人・生活用品（おもちゃ）・食料・穀物・
寝具 
20151018,09:27 
 
小型 3 輪トラック 
生活用品（洗剤） 
20151018,09:29 
 
2t トラック 平ボディ 
食料品（調味料） 
 
20151018,09:29 
 
バイク 
生鮮品（魚） 
 
20151018,16:46 
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カンボジア シェムリアップ郊外（C-SRU） 
東部 ベンメリア方面 
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 
 
ピックアップトラック 
不明 
20150309,13:28 
 
トラクター ＋ 荷台 
空車 
20150309,14:16 
 
トラクター ＋ 荷台 
霊柩車（棺） 
20150831,13:55 
郊外 北部 
 
中型トラック ダンプ 
土砂 
20150823,09:25 
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中型トラック ダンプ 
土砂 
 
バイク 
手工業品（籠） 
20150823,09:34 
 
大型トラック ダンプ 
土砂（岩） 
20150823,13:15 
 
大型トラック ダンプ 
土砂（石材） 
 
トラクター＋荷台 
木材 
20150823,13:17 
 
トラクター＋荷台 
木材 
20150823,13:18 
 
中型トラック ダンプ 
土砂 （石材） 
20150823,13:32 
 
トラクター＋荷台 
空車 
20150823,13:35 
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中型トラック ダンプ 
土砂 （石材） 
20150823,13:36 
 
トラクター＋荷台 
空車 
20150823,13:36 
 
トラクター＋荷台 
空車 
20150823,13:36 
プレアビヒア 
 
トラクター＋荷台 
手工業品 
20150310,09:10 
 
トラクター＋荷台 
手工業品 
20150310,09:10 
 
トラクター＋荷台 
バイク 
20150310,09:11 
 
大型トラック 平ボディ 
土砂 
20150310,16:41 
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コークドーン地域 
 
中型トラック ダンプ 
土砂 （石材） 
20150305,15:35 
 
中型トラック 平ボディ 
穀物 
20150305,15:44 
 
トラクター＋荷台  
タンク 
20150305,15:53 
 
簡易トラック  
空車 
20150305,15:58 
 
大型トラック ダンプ 
土砂（石材） 
20150306,14:35 
 
牛 ＋ 荷台 
空車 
20150306,16:08 
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牛＋荷台 
木材 
20150306,16:09 
 
牛＋荷台 
木材 
20150306,16:09 
 
牛＋荷台 
木材 
20150306,16:09 
 
バイク 
食材 
20150307,12:50 
 
 
ワゴン 
食料品・生活用品 
20150307,14:16 
バイク＋側車 
食料品 
20150307,15:41 
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2t トラック ダンプ 
土砂（石材） 
20150307,16:17 
 
バイク 
穀物 
20150307,14:16 
 
牛＋荷台 
空車 
20150827,09:55 
 
トラクター＋荷台 
空車 
20150827,14:36 
 
トラクター＋荷台 
空車 
20150827,15:07 
 
トラクター＋荷台 
空車 
20150827,16:27 
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簡易トラック 平ボディ 
生活用品、食料品 
20150828,10:19 
 
トラクター＋荷台 
空車 
20150828,13:08 
 
自転車 
穀物 
20150829,10:23 
 
トラクター＋荷台 
空車 
20150829,13:22 
 
バイク 
タイヤ （トラクター用） 
20150918,12:01 
 
トラクター＋荷台 
木材 
20150918,12:01 
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トラクター＋荷台 
木材 
20150918,12:11 
 
トラクター＋荷台 
空車  
20150918,12:36 
 
トラクター＋荷台 
空車  
20150918,13:01 
 
トテア村 
 
大型トラック ダンプ 
土砂 
20150307,17:06 
 
簡易トラック 平ボディ 
不明 
20150308,15:21 
 
簡易トラック 平ボディ 
不明 
20150308,15:25 
 
バイク＋荷車 
穀物 
20150309,08:57 
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トラクター＋荷台 
 人 
20150823,13:45 
 
 
大型トラック 平ボディ 
手工業品 （籠） 
 
20150823,15:14 
 
バイク＋荷台 
ガスタンク 
20150823,16:48 
 
バイク＋荷台 
家畜（牛） 
 
20150823,16:49 
 
 
2t トラック 箱ボディ 
飲料 
20150830,15:36 
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バイク  
空車 
20150830,15:47 
 
 
バイク＋荷台 
植物・自転車 
20150830,16:52 
 
市街地南西部 
 
2t トラック 平ボディ 
穀物 
20151018,13:27 
 
バイク＋荷台 
建材 （金属製コイル） 
20151018,13:31 
 
中型トラック 箱型 
空車 
 
20151018,13:47 
 
バイク＋荷車 
建材 （板ガラス） 
20151018,13:47 
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セミトレーラー 平シャーシー 
 不明 
20151018,13:54 
 
バイク＋荷台 
木材 
20151018,13:55 
 
2t トラック 平ボディ 
農工用品（プラスチックケース） 
20151018,13:55 
 
セミトレーラー 平シャーシー 
 不明 
20151018,13:56 
 
セミトレーラー 平シャーシー 
 不明 
ワゴン 
 人 
20151018,13:56 
 
バイク＋荷台 
 牛 
ワゴン 
 人 
ピックアップトラック 
ガスタンク 
20151018,13:56 
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バイク＋荷台 
家畜（牛） 
20151018,13:57 
 
 
バイク 
衣料品 
20151018,14:00 
 
トラクター＋荷台 
空車 
20151018,14:45 
 
トラクター＋荷台 
移動式寺院 （お坊さん） 
20151018,14:48 
 
バイク＋側車 
食料品 
20151018,14:52 
 
2t トラック ダンプ 
土砂 
20151018,15:18 
 
市街地南部・トンレサップ湖方面 
149 
 
 
 
小型トラック 平ボディ 
タンク（水） 
20151001,13:38 
 
ピックアップトラック 
生鮮品（魚） 
20151001,13:39 
 
バイク＋荷台 
手工業品 
20151001,14:06 
 
バイク＋荷台 
手工業品 
20151005,14:32 
 
カンボジア 国道 6 号線 （C-CR6） 
シェムリアップ近郊 
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 
2t トラック 平ボディ 
 人 
20150309,09:02 
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2t トラック 平ボディ 
空車 
20150309,09:04 
 
バイク＋荷車 
食料品 
20150309,09:11 
 
2t トラック ダンプ 
土砂 
20150309,09:17 
 
2t トラック ダンプ 
土砂 
20150309,11:38 
 
大型トラック 平ボディ 
穀物 
ワゴン 
生活用品・バイク 
20150309,11:56 
 
大型トラック 平ボディ 
穀物 
20150309,11:57 
Krong Stueng Saen 
 
貨客混載車両 
2t トラック 幌ボディ 
 人・生活用品・穀物 
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プノンペンーKrong Stueng Saen 
 
ワゴン 
原付バイク・生活用品 
20151009,14:02 
 
2t トラック 幌ボディ 
不明 
20151009,14:09 
 
簡易トラック 平ボディ 
木材 
セミトレーラー 平ボディ 
不明 
20151009,15:37 
 
中型トラック 平ボディ 
木材 
20151009,15:52 
 
71 号線・国道 7 号線,72 号線  Trapeang Phlong 国境  
 
 
貨客混載車両 
大型三輪トラック 
 人・生活用品・穀物 
20151005,10:37 
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バイク 
木材 
簡易トラック 
木材 
大型トラック 
木材 
20151005,11:23 
 
ワゴン 
原付バイク・生活用品 
20151005,11:25 
 
バイク＋荷車 
木材 
20151005,11:37 
 
バイク＋荷車 
木材 
20151005,11:44 
 
バイク＋荷車 
 草 
中型トラック 平ボディ 
不明 
20151005,11:46 
 
大型トラック 平ボディ 
不明 
バイク＋荷車 
農作物（果物） 
20151005,12:16 
 
中型トラック 箱ボディ 
 不明 
20151005,12:18 
 
 
大型トラック ダンプ 
土砂 
20151005,12:19 
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大型トラック 平ボディ 
不明 
 
20151005,12:18 
 
３輪トラック 箱ボディ 
不明 
2t トラック 箱ボディ 
飲料（ビール） 
 
20151005,12:21 
 
中型トラック ミキサー車 
コンクリート 
バイク＋荷車 
建材 
20151005,12:21 
 
大型トラック タンクローリー 
燃料 
20151005,12:23 
 
2t トラック 箱ボディ 
不明 
バイク 
食料品 
20151005,12:24 
 
2t トラック 平ボディ 
木材 
 
 
20151005,12:23 
 
2t トラック 平ボディ 
木材 
中型トラック 平ボディ 
不明 
 
20151005,12:25 
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大型トラック ミキサー車 
コンクリート 
20151005,12:27 
 
2t トラック 平ボディ 
 
建材 
20151005,12:28 
 
ワゴン 
 
生活用品・寝具・タイヤ 
20151005,12:29 
 
 
2t トラック 平ボディ 
 
土砂 
 
 
中型トラック ダンプ 
 
土砂 
20151005,12:31 
 
2t トラック 平ボディ 
 
空車 
20151005,12:37 
 
簡易トラック 平ボディ 
不明 
中型トラック 
建材 
20151005,12:39 
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中型トラック ダンプ 
 
土砂 
20151005,12:41 
 
中型トラック ダンプ 
 
土砂 
20151005,12:42 
 
2t トラック 平ボディ 
 
廃棄物 
（紙類） 
20151005,12:43 
 
 
ワゴン 
生活物資、トラクター 
20151005,12:45 
 
セミトレーラー 
海上コンテナ（40ft Dry） 
20151005,12:45 
 
2t トラック 
不明 
大型トラック 平ボディ 
不明 
20151005,12:46 
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ワゴン 
建材 
 
中型トラック 平ボディ 
空車 
20151005,12:47 
 
大型トラック 平ボディ 
空車 
20151005,12:48 
 
大型トラック 平ボディ 
廃棄物（廃材） 
20151005,12:48 
 
大型トラック 平ボディ ユニック 
海上コンテナ（45ft Dry）  
20151005,12:48 
 
セミトレーラー  タンクローリー 
燃料 
20151005,13:03 
 
バイク＋荷車 
自転車 
20151005,13:10 
 
バイク 
穀物 
20151005,13:11 
157 
 
 
中型トラック 平ボディ 
空車 
 
20151005,13:11 
 
バイク 
木材 
20151005,13:12 
 
セミトレーラー 
海上コンテナ（40ft Dry） 
 
中型トラック（幌） 
不明 
20151005,14:35 
 
セミトレーラー 平ボディ 
 不明 
 
中型トラック 幌ボディ 
不明 
20151005,14:35 
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カンボジア 国道 1 号線 （C-CR1） 
プノンペン近郊 
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 
2t トラック ダンプ 
土砂 
20151020,11:13 
 
2t トラック ダンプ 
土砂 
3 輪トラック 平ボディ 
空車 
20151020,11:13 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ（20ft） 
20151020,11:15 
 
リアカー 
衣料品 
20151020,11:18 
 
トレーラートラック ダンプ 
土砂 
20151020,11:18 
 
軽トラック 平ボディ 
衣料品 
20151020,11:27 
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中型トラック 幌ボディ 
 不明 
中型トラック 平ボディ 
 建材 （レンガ・金属パイプ） 
20151020,11:29 
 
2t トラック 車載車 
バイク 
20160116,13:56 
 
大型トラック ダンプ 
土砂 
20160116,14:04 
 
中型トラック 散水車 
 水 
大型トラック ダンプ 
土砂 
20160116,14:20 
 
バイク 
 生活用品 （ポリタンク） 
バイク＋荷車 
 生活用品（ポリタンク／原料） 
バイク 
 生活用品 
20160116,14:30 
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つばさ橋近郊～プレイヴェン州 
 
セミトレーラー 
海上コンテナ （40ft Dry） 
中型トラック 平ボディ 
不明 
20160116 15:32 
 
ワゴン 
生活用品・自転車・手工芸品・農作物 
生活用品（扇風機・敷物・鞄） 
20151020,11:30 
 
セミトレーラー 
海上コンテナ （40ftDry） 
セミトレーラー 
海上コンテナ（40ftDry） 
セミトレーラー 
空シャーシ 
20151020,11:32 
 
軽トラック 平ボディ 
建材 
20151020,11:51 
 
トレーラートラック 
 海上コンテナ （20ft ×2 つ積み） 
トレーラートラック 
 海上コンテナ （40ft Dry） 
20151020,11:52 
 
中型トラック 幌ボディ 
不明 
 
20151020,11:53 
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ピックアップトラック 
タイヤ・建材 
20151020,11:53 
 
バイク＋荷車 
衣料品 
20151020,11:54 
 
大型トラック ダンプ 
土砂 
大型トラック 幌ボディ 
不明 
20151020,11:55 
 
バイク＋荷車 
 空車 
2t トラック ダンプ 
 土砂 
2t トラック 平ボディ 
 建材 
20151020,11:58 
 
2t トラック 平ボディ 
衣料品 
20151020,11:59 
 
2t トラック 幌ボディ 
不明 
 
20151020,12:01 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
 
20151020,12:03 
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簡易トラック 
 建材（レンガ） 
2t トラック 平ボディ 
 空車 
20151020,12:15 
 
2t トラック 幌ボディ 
不明 
20151020,12:22 
 
大型トラック ダンプ 
土砂 
20151020,12:25 
 
2t トラック 平ボディ 
空車 
20151020,12:28 
 
2t トラック 平ボディ 
空車 
20151020,12:28 
 
中型トラック 平ボディ 
不明 
20160116,14:56 
 
大型トラック 平ボディ 
不明 
バイク＋荷車 
農作物 
20160116,14:57 
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トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft×2 つ積み 
 
20160116,15:04 
 
中型トラック 車載車 
建機（パワーショベル） 
20160116,15:14 
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プレイヴェン州・スヴァイリエン州 州境 
 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
中型トラック タンクローリー 
  燃料 
20151020,12:31 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
20151020,12:32 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
 
20151020,12:42 
 
中型トラック 幌ボディ 
不明 
中型トラック 平ボディ 
 不明 
20151020,12:43 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
中型トラック ダンプ 
土砂 
20151020,13:05 
 
大型トラック 平ボディ 
 衣料品・軽工業品（籠） 
20151020,13:11 
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トレーラートラック 
海上コンテナ 
（40ft Dry） 
 
20151020,13:12 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
小型トラック 平ボディ 
 不明 
20151020,13:19 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
中型トラック 平ボディ 
穀物 
20160116,15:32 
（ 食 事 休 憩 30
分） 
 
貨客混載車両 小型トラック 
 人 （工場労働者） 
20160116,16:32 
 
 
貨客混載車両 小型トラック 
 人 （工場労働者） 
貨客混載車両 2t トラック 
 人 （工場労働者） 
20160116,16:49 
 
貨客混載車両 小型トラック 
 人 （工場労働者） 
貨客混載車両 2t トラック 
 人 （工場労働者） 
20160116,17:01 
 
国境近郊（バベット） 
 
軽トラック 平ボディ 
空車 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
20151020,13:43 
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トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151020,13:43 
 
2t トラック 平ボディ 
建材 
20151020,13:44 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
20151020,13:48 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
20151020,13:48 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
20151020,13:48 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
トレーラートラック 
海上コンテナ （20ft Dry） 
20151020,14:00 
国際バス 
生活用品（車内） 
20151020,14:00 
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トレーラートラック 
海上コンテナ（20ft Dry） 
20151020,14:05 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
20151020,14:05 
 
小型トラック 箱ボディ 
 不明 
トレーラートラック 
海上コンテナ （40ft Dry） 
大型トラック ダンプ 
 土砂 
20160116,17:05 
 
大型トラック 幌ボディ 
 不明 
トレーラートラック 幌ボディ 
不明 
トレーラートラック 平ボディ 
 不明 
20160116,17:11 
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ベトナム ホーチミン市街 （HCMC） 
市街地中心部 （1 区）  
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 
2t トラック ゴミ収集車 
廃棄物 
20151006,18:58 
 
バイク 
電化製品 
20151007,07:41 
  
 
 
バイク 
観葉植物 
20151008,11:46 
 
 
シクロ 
パーティー用品 
20151008,11:48 
 
 
バイク＋荷車 
生活用品 
20151008,12:03 
 
 
バイク 
小売製品 
20151008,12:05 
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リアカー 
雑貨 
20151024,16:26 
 
 
自転車 
廃棄物 
20151024,16:26 
 
 
2t トラック 箱ボディ 
不明 
20151027,09:43 
 
 
バイク 
バイク便 
20151127,16:41 
 
3 輪トラック 平ボディ 
生活用品 
20151031,22:21 
 
 
2t トラック ダンプ 
パーティー用品 
20160205,14:52 
 
2t トラック 幌ボディ 
不明 
20151127,17:19 
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貨客混載車両 中型バス  
原付バイク （車内） 
20151206,06:16 
 
バイク 
食料品  
20160207,19:32 
 
貨客混載車両 大型バス 
国際バス（HCMC-PNH） 
食料品・生活用品・建材 
 
1 階部分はすべて荷物室 
2 階の通路や後席にも荷物 
食料品（穀物・果物・野菜） 
生活用品、建設資材など 
20151008,23:57 
 
3 区  
 
軽トラック 箱ボディ 
不明 
軽トラック 幌ボディ 
不明 
バイク 
不明 
20160101,07:44 
 
4 区 
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トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
 
 
 
20151009,00:22 
 
6 区（チョロン地区） 
 
貨客混載車両 軽トラック 
 人 
20151117,09:23 
 
バイク＋前荷台 
建材 （レンガ） 
中型トラック 箱ボディ 
不明 
20151117,09:49 
 
バイク＋前荷台 
食料品  
20151117,10:00 
 
バイク 
生活雑貨 
20151117,10:47 
 
バイク 
農作物 （果物） 
バイク 
生活雑貨 
20151117,10:47 
7 区 
 
バイク 
 正月飾り 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
中型トラック タンクローリー 
 燃料 
20160206,09:24 
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バイク 
生活用品 
バイク 
 生活用品 
バイク 
 空車 
20151117,10:47 
 
バイク 
 生活用品 
バイク 
 生活雑貨（傘） 
20151117,10:55 
 
バイク＋前荷台 
穀物 
20151117,10:57 
 
自転車＋前荷台 
野菜 
20151117,11:08 
 
自転車 
廃棄物（空き缶） 
20151117,11:09 
 
バイク 
衣料品 
20151117,11:13 
 
バイク 
食料品 
20151117,11:36 
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バイク＋前荷台 
廃棄物 
20151117,12:13 
 
自転車＋前荷台 
生活用品 
20151117,12:21 
 
バイク 
装飾品（お正月飾り） 
20151227,13:58 
 
自転車＋前荷台 
食料品 
20160205,17:36 
 
ビンタイン区  
 
軽トラック 平ボディ 
建材 
20151227,09:05 
 
ビンタン区 
 
軽トラック 箱ボディ 
パーティー用品 
20151220,20:10 
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ベトナム ドンタップ市街地 （V-DTC） 
ドンタップ 市街地 （DTC）  
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 
2t トラック ダンプ 
散水 
20160128,15:02 
 
中型トラック 幌ボディ 
農作物 （野菜） 
軽トラック 箱ボディ 
 不明 
20160128,15:02 
 
大型トラック 幌ボディ 
不明 
20160128,15:03 
 
大型トラック 幌ボディ 
農作物 （野菜） 
20160128,15:04 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ（40ft Dry） 
中型トラック 幌 
食料品 野菜 
大型トラック 幌 
 不明 
20160128,15:04 
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2t トラック 幌ボディ 
 不明 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
20160128,15:05 
 
2t トラック ダンプ 
 土砂 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
20160128,15:05 
 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
20160128,15:05 
 
2t トラック 幌ボディ 
不明 
20160128,15:06 
 
大型トラック 幌ボディ 
空車 
20160128,15:06 
 
2t トラック 幌ボディ 
不明 
中型トラック 幌ボディ 
不明 
20160128,15:06 
 
2t トラック 幌ボディ 
タイヤ 
20160128,15:06 
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2t トラック 幌ボディ 
不明 
20160128,15:07 
 
大型トラック 幌ボディ 
 不明 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
20160128,15:07 
 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
トレーラートラック 
  海上コンテナ 20ft Dry  
20160128,15:08 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
20160128,15:08 
 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
大型トラック 幌ボディ 
 不明 
20160128,15:08 
 
大型トラック 幌ボディ 
 不明 
トレーラートラック 
平シャーシ 
20160128,15:09 
 
トレーラートラック 
平シャーシ 
大型トラック 幌ボディ 
不明 
小型トラック 幌ボディ 
不明 
20160128,15:09 
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三輪トラック 平ボディ 
 不明 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
20160128,15:10 
 
バイク 
食料品   
大型トラック 幌ボディ 
 不明 
大型トラック 箱ボディ 
 不明 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
20160128,15:10 
 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
20160128,15:02 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
20160128,15:02 
 
大型トラック 幌ボディ 
 不明 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
軽トラック 幌ボディ 
 不明 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
バイク＋荷台 
 不明 
バイク 
 生活用品・段ボール箱 
20160128,15:02 
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大型トラック 幌ボディ 
不明 
20160128,17:48 
 
大型トラック 幌ボディ 
不明 
20160128,17:48 
 
大型トラック 幌ボディ 
ビールケース 
20160128,17:53 
 
トレーラートラック 
国内コンテナ 45ft オープン 
（コンテナ 2 つ溶接） 
20160128,18:45 
 
バイク 
果物 
20160201,08:35 
 
2t トラック 箱ボディ 
不明 
20160201,08:46 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20160201,08:51 
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トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
20160201,08:51 
 
中型トラック 箱ボディ 
不明 
20160201,08:55 
 
2t トラック 幌ボディ 
農作物 
20160201,08:56 
 
2t トラック ダンプ 
農作物 
20160201,08:56 
 
軽トラック 平ボディ 
空車 
20160201,09:02 
 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
バイク  
穀物 
20160201,09:02 
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中型トラック 幌ボディ 
不明 
20160201,09:05 
 
バイク 
鶏 
20160201,09:11 
 
バイク 
家電 （洗濯機） 
20160201,09:15 
 
2t トラック 平ボディ 
飲料（ミネラルウォーター） 
 
大型トラック 平ボディ 
建材 
20160201,10:53 
 
2t トラック 幌ボディ 
不明 
20160201,12:04 
 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
バイク 
肥料 
20160201,12:04 
 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
20160201,12:08 
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中型トラック 幌ボディ 
家具 
三輪トラック 平ボディ 
農作物（さとうきび） 
20160201,12:08 
 
貨客混載車両 
中型バス（長距離都市間バス） 
原付バイク 
 
20160201,12:08 
 
中型トラック 幌ボディ 
不明 
20160201,12:09 
 
中型トラック  平ボディ  ユニック
付 
空車 
2t トラック 平ボディ  
 不明 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
20160201,12:09 
 
小型トラック 平ボディ 
空車 
2t トラック 平ボディ 
空車 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
20160201,12:09 
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2t トラック 幌ボディ 
農工用品（プラスチックケース） 
20160201,12:10 
 
2t トラック 平ボディ 
 空車 
軽トラック ワゴン 
 不明 
大型トラック タンクローリー 
 燃料 
20160201,12:11 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft 冷凍冷蔵 
20160201,12:11 
 
軽トラック 平ボディ 
 農工用品（プラスチックケース） 
 生活用品 
20160201,12:11 
 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
バイク 
 果物 （パイナップル） 
三輪トラック 平ボディ 
 不明 
20160201,12:11 
 
中型トラック 箱ボディ  
 不明 
20160201,12:13 
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トレーラートラック 幌ボディ 
 不明 
 
20160201,12:15 
 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
20160201,15:52 
 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
20160201,15:52 
 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
20160201,16:08 
 
中型トラック  平ボディ  ユニック
付 
装飾品 
20160201,16:18 
 
中型トラック 幌ボディ 
不明 
20160201,16:18 
 
三輪トラック 平ボディ 
不明 
20160201,17:19 
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ベトナム ホーチミン市郊外 （V-HCMU） 
南部郊外 Cau Ohu My 
 
2t トラック 箱ボディ 
不明 
20151120,12:09 
 
中型トラック  平ボディ  ユニック
付き 
 空車 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,12:10 
 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
トレーラートラック 
 海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,12:10 
 
トレーラートラック 
 海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,12:14 
 
2t トラック  箱ボディ＋  トレーラ
ー 
不明 
20151120,12:14 
 
トレーラートラック 
 海上コンテナ 20ft  Dry 2 個積み 
20151120,12:15 
 
トレーラートラック 
 海上コンテナ 20ft Dry  2 つ積み 
中型トラック 箱・冷蔵 
不明 
中型トラック 幌ボディ 
20151120,12:16 
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 不明 
 
トレーラートラック 
 海上コンテナ 20ft Dry  2 つ積み 
中型トラック 幌ボディ 
 不明  
20151120,12:18 
 
トレーラートラック 
  海上コンテナ 20ft Dry  
3 輪トラック 平ボディ 
 不明 
20151120,12:19 
 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
トレーラートラック 
  海上コンテナ 40ft Dry  
20151120,12:23 
 
トレーラートラック 
 海上コンテナ  20ft Dry 2 つ積み 
2t トラック 幌ボディ 
空車 
20151120,12:23 
 
トレーラートラック 
 海上コンテナ 40ft Dry  
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
20151120,12:24 
 
トレーラートラック 
 海上コンテナ 20ft Dry  
大型トラック 幌ボディ 
 不明 
20151120,12:24 
 
2 区 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft,Dry 2 つ積み 
大型トラック ダンプ 
土砂 
20151117,13:40 
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大型トラック 幌ボディ 
空車 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
中型トラック ダンプ 
土砂 
20151117,13:40 
 
軽トラック 箱ボディ 
 不明 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
大型トラック ダンプ 
土砂 
トレーラートラック 
 海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 
タンク 
20151117,13:41 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry) 
大型トラック ダンプ 
 土砂 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
20151117,13:42 
 
HCMC 北部郊外 タンビン区 
 
中型トラック 幌ボディ 
不明 
20151117,14:05 
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中型トラック ダンプ 
 土砂 
トレーラートラック 
  海上コンテナ 40ft Dry  
20151117,14:40 
 
バイク 
生活用品 
バイク 
食料品 
20151117,15:56 
 
バイク 
食料品 穀物 
20151117,16:55 
 
HCMC 南東部郊外 Can Gio 
 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
軽トラック 平ボディ 
段ボール箱 
20151226,15:33 
 
2t トラック 幌ボディ 
海産物 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
20151226,15:34 
三輪トラック 平ボディ 
観葉植物 
20160206,17:37 
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2t トラック 箱ボディ 
 不明 
20160206,17:40 
 
郊外南部 ロンアン省  
 
トレーラートラック 箱ボディ 
不明 
20151007,10:03 
 
2t トラック 箱型ボディ 
 不明 
2t トラック 箱型ボディ 
 不明 
中型トラック 幌型ボディ 
空車 
20151007,10:03 
 
大型トラック ダンプ 
土砂 
大型トラック   平ボディー  ユニッ
ク付 
空車 
20151007,10:05 
 
トレーラートラック タンク 
燃料 
20151007,10:05 
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トレーラートラック タンク 
燃料 
大型トラック 幌ボディ 
 不明 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
三輪トラック 平ボディ 
建材 
20151007,10:06 
 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
20151007,10:06 
 
バイク 
生活用品 
中型トラック ミキサー車 
 コンクリート 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
20151007,10:06 
 
中型トラック バイク用車載車 
空車 
20151007,10:08 
 
大型トラック 幌ボディ 
空車 
20151007,10:08 
 
中型トラック 箱ボディ 
空車 
20151007,10:09 
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中型トラック  箱ボディ 
不明 
2t トラック  幌ボディ 
 不明 
中型トラック  幌ボディ 
 不明 
20151007,10:10 
 
3 輪トラック 平ボディ 
生活雑貨 
バイク 
食料品 生鮮品（魚介類） 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
20151007,10:10 
 
大型トラック 幌ボディ 
食料品（お菓子） 
20151007,10:11 
 
郊外北部 ドンナイ省 
 
2t トラック 箱ボディ 
不明 
20151218,09:57 
 
トラクター＋台車 
穀物 
20151218,10:02 
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ベトナム アジアハイウェイ 1 号線 （V-AH1） 
HCMC 北部 IC 付近 
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:15 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:15 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:16 
 
バイク ＋ 前荷台 
バイク部品 
20151120,10:16 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
バイク 
穀物 
20151120,10:16 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:16 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft 冷凍冷蔵 
20151120,10:17 
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トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:18 
 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
20151120,10:18 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 
空シャシー 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
20151120,10:18 
 
中型トラック タンクローリー 
燃料 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
20151120,10:19 
 
トレーラートラック  タンクローリ
ー 
燃料 
20151120,10:19 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 2 つ積み 
20151120,10:19 
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トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
20151120,10:19 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
20151120,10:19 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
20151120,10:19 
 
トレーラートラック 
 空シャーシ 
バイク 
 板 
20151120,10:19 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft 冷凍冷蔵 
20151120,10:20 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 2 つ積み 
20151120,10:20 
 
大型トラック ミキサー車 
 コンクリート 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft 冷凍冷蔵 
20151120,10:20 
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トレーラートラック 
 空シャーシ 
 
20151120,10:21 
 
トレーラートラック 
 空シャーシ 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:22 
 
三輪トラック 平ボディ 
段ボール箱 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
20151120,10:22 
 
中型トラック ダンプ 
 建材（石材パネル） 
中型トラック 箱ボディ 冷蔵 
食料品（冷凍菓子） 
20151120,10:22 
 
大型トラック 幌ボディ 
 不明 
トレーラートラック タンク 
燃料 
大型トラック ダンプ 
 不明 
20151120,10:22 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
20151120,10:22 
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トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
2t トラック 平ボディ 
 不明 
中型トラック  平ボディ  ユニック
付 
不明 
20151120,10:22 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
 
20151120,10:23 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:23 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 2 つ積み 
20151120,10:23 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 2 つ積み 
20151120,10:24 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:24 
 
大型トラック ダンプ 
建材 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:24 
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2t トラック 幌ボディ 
 不明 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:24 
 
軽トラック 幌ボディ 
 不明 
20151120,10:25 
 
トレーラートラック 平ボディ 
建材 
20151120,10:25 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 2 つ積み 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry  
20151120,10:25 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:25 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:25 
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トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
 
20151120,10:25 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
 
20151120,10:25 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:26 
 
大型トラック 平ボディ 
 不明 
トレーラートラック 
空シャシー 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:26 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
 
20151120,10:26 
 
トレーラートラック 
空シャシー 
中型トラック 平ボディ 
 不明 
大型トラック ダンプ 
 土砂 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
20151120,10:27 
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トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
 
20151120,10:27 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
 
20151120,10:28 
 
大型トラック レッカー 
 トレーラーヘッド 
20151120,10:28 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:28 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
 
20151120,10:36 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
中型トラック ダンプ 
 不明 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
20151120,10:39 
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トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
大型トラック タンク 
LPG ガス 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:39 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:39 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry  2 つ積み 
20151120,10:40 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
 
20151120,10:40 
 
トレーラートラック 平ボディ 
不明 
20151120,10:40 
 
トレーラートラック タンク 
不明 
20151120,10:40 
 
大型トラック 平ボディ 
 不明 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
2t トラック 幌ボディ 
20151120,10:40 
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不明 
 
三輪トラック 平ボディ 
 不明 
20151120,10:44 
 
スイティエン  
 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 8 台 
2t トラック 幌ボディ 
不明 3 台 
中型トラック 箱ボディ 
不明 2 台 
中型トラック 幌ボディ 
不明 3 台 
中型トラック ミキサー 
コンクリート 1 台 
大型トラック 幌ボディ 
不明 2 台 
大型トラック ダンプ 
不明 2 台 
トレーラートラック 
海上コンテナ  40ft Dry 5 台 
トレーラートラック  タンク 
燃料 1 台 
20151026,15:16 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151026,15:16 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
20151026,15:18 
201 
 
 
2t トラック箱 
不明 
中型トラック 平ボディ 
 不明 
大型トラック 幌ボディ 
 不明 
大型トラック 幌ボディ 
 不明 
大型トラック 冷凍冷蔵 
 不明 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151026,15:20 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151026,15:20 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
20151026,15:20 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
20151026,15:21 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
 
大型トラック ダンプ 
 不明 
20151026,15:22 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Ref 
20151026,15:24 
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トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry  2 つ積み 
20151026,15:24 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry  2 つ積み 
 
20151026,15:24 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry  2 つ積み 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
20151026,15:25 
 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
中型トラック 箱ボディ 
 不明 
3 輪トラック 平ボディ 
不明 
20151026,15:24 
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ベトナム 国道 22 号線 （V-QL22） 
国境付近 
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft  Dry  
 
2015100904:27 
 
バイク 
食料品・野菜類・生活用品 
2015100906:18 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft  Dry  
 
2015100906:22 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft  Dry  
 
2015100906:22 
 
バイク 
 生活用品 
2015100906:30 
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XA MAT 国境～QL22B～AH1 
 
2t トラック 箱ボディ 
不明 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
2015100516:29 
 
大型トラック 幌ボディ 
 不明 
2015100516:31 
 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
2015100516:31 
 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
2015100516:32 
 
中型トラック 平ボディ 
木材 
2015100516:33 
 
中型トラック 幌ボディ 
農作物 （野菜類） 
2015100516:34 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
 
2015100516:37 
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中型トラック 幌ボディ 
 不明 
小型トラック 箱ボディ 
 不明 
2015100516:37 
 
軽トラック 箱ボディ 
不明 
2015100516:38 
 
中型トラック 幌ボディ 
廃棄物 （古紙類） 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
2015100516:53 
 
 
軽トラック 平ボディ 
家電 
2015100516:54 
 
トレーラートラック 幌ボディ 
不明 
2015100516:54 
 
小型トラック 平ボディ 
家電 
大型トラック ダンプ 
土砂 
大型トラック 幌ボディ 
 不明 
2015100516:55 
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トレーラートラック 
 箱ボディ 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
2015100516:57 
 
2t トラック 幌 
 不明 
2015100517:03 
 
トレーラートラック 
 箱ボディ 
 
2015100517:04 
 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
2015100517:05 
 
軽トラック 箱ボディ 
 不明 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry  
2015100517:05 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
2015100517:07 
 
小型トラック 箱ボディ 
 不明 
大型トラック 箱ボディ 
 不明 
2015100517:08 
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小型トラック 箱ボディ 
 不明 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft  Dry  
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
トレーラー 幌ボディ 
 不明 
中型トラック 箱ボディ 
 不明 
2015100517:09 
 
小型トラック 箱ボディ 
 不明 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft  Dry  
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
2015100517:20 
 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
2015100517:22 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft  Dry  
 
2015100517:30 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft  Dry  
 
2015100517:30 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft  Dry  
 
2015100517:32 
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トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft  Dry  
中型トラック 平ボディ 
建材 （工事用資材） 
 
2015100517:35 
 
中型トラック 幌ボディ 
 不明 
2015100517:37 
 
Ben xe An Suong  Hoc Mon 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft  Dry  
 
2015111716:27 
 
トレーラートラック 
空シャシー 
 
2015111716:27 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft  Dry  
 
2015111716:27 
 
 
